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国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
国
家
公
務
員
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
六
十
条
」
を
「
第
六
十
条
の
二
」
に
、
「
第
二
目

定
年
（
第
八
十
一
条
の
二
―
第
八
十
一
条
の
六
）
」
を

「
第
二
目

管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
よ
る
降
任
等
（
第
八
十
一
条
の
二
―
第
八
十
一
条
の
五
）

に
改
め
る
。

第
三
目

定
年
に
よ
る
退
職
等
（
第
八
十
一
条
の
六
―
第
八
十
一
条
の
八
）

」

第
五
十
九
条
の
見
出
し
を
「
（
条
件
付
任
用
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
一
般
職
に
属
す
る
す
べ
て
の
官
職
に
対
す

る
」
を
削
り
、
「
又
は
」
を
「
及
び
」
に
、
「
す
べ
て
条
件
附
」
を
「
職
員
で
あ
つ
た
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
の
う
ち
、

人
事
院
規
則
で
定
め
る
者
を
採
用
す
る
場
合
そ
の
他
人
事
院
規
則
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
条
件
付
」
に
、
「
そ
の
職
員
」

を
「
職
員
」
に
、
「
を
下
ら
な
い
期
間
」
を
「
の
期
間
（
六
月
の
期
間
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
職
員
と

し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
期
間
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
条
件
附
採

用
に
」
を
「
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
条
件
付
任
用
に
」
に
改
め
、
「
又
は
条
件
附
採
用
期
間
で
あ
つ
て
六
月
を
こ
え

る
期
間
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
」
及
び
「
こ
れ
を
」
を
削
る
。
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第
三
章
第
二
節
第
四
款
中
第
六
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
任
用
）

第
六
十
条
の
二

任
命
権
者
は
、
年
齢
六
十
年
に
達
し
た
日
以
後
に
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
退
職
（
臨
時
的
職
員
そ
の
他

の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
る
職
員
及
び
常
時
勤
務
を
要
し
な
い
官
職
を
占
め
る
職
員
が
退
職
す
る
場
合
を

除
く
。
）
を
し
た
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
八
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
「
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
」
と
い
う
。
）
又

は
年
齢
六
十
年
に
達
し
た
日
以
後
に
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
り
退
職
（
自
衛
官

及
び
同
法
第
四
十
四
条
の
六
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
隊
員
が
退
職
す
る
場
合
を
除
く
。
）
を
し
た
者
（
以
下
こ
の
項
及
び

第
三
項
に
お
い
て
「
自
衛
隊
法
に
よ
る
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
」
と
い
う
。
）
を
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
短
時
間
勤
務
の
官
職
（
当
該

官
職
を
占
め
る
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間

勤
務
の
官
職
と
同
種
の
官
職
を
占
め
る
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
に
比
し
短
い
時
間
で
あ
る
官
職
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
別
表
第
十
一
に
規
定
す
る

指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
が
占
め
る
官
職
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
行
政
執
行
法
人
の
官
職
と
し
て
人
事
院
規
則
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で
定
め
る
官
職
（
第
四
項
及
び
第
六
節
第
一
款
第
二
目
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
官
職
を
「
指
定
職
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。

以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
又
は

自
衛
隊
法
に
よ
る
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
が
こ
れ
ら
の
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
係
る
定
年
退

職
日
相
当
日
（
短
時
間
勤
務
の
官
職
を
占
め
る
職
員
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の

官
職
と
同
種
の
官
職
を
占
め
て
い
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
第
八
十
一
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
を

い
う
。
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
経
過
し
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

前
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
八
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
の
任
期
は
、
採
用
の
日
か
ら
定
年
退
職
日
相
当
日
ま
で
と
す
る
。

任
命
権
者
は
、
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
又
は
自
衛
隊
法
に
よ
る
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
の
う
ち
こ
れ
ら
の
者
を
採

用
し
よ
う
と
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
係
る
定
年
退
職
日
相
当
日
を
経
過
し
て
い
な
い
者
以
外
の
者
を
当
該
短
時
間
勤

務
の
官
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
う
ち
当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員
を
昇
任
し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
し
よ
う
と
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
係
る
定
年
退
職
日
相
当
日
を
経
過
し
て
い
な

い
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
以
外
の
職
員
を
当
該
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
昇
任
し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
す
る
こ
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と
が
で
き
な
い
。

任
命
権
者
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
、
指
定
職
又
は
指
定
職
以
外
の
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
に
昇
任

し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
」
を
削
り
、
「
以
下
こ
の
条
」
を
「
第
二
号
及

び
次
項
」
に
、
「
同
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
以
下
こ
の
項
」
を
「
次
号
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
第
一
項
各
号
列
記

以
外
の
部
分
」
を
「
第
一
項
（
第
三
号
を
除
く
。
）
」
に
改
め
る
。

第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
中
「
転
任
及
び
降
任
」
を
「
降
任
及
び
転
任
」
に
、
「
並
び
に
」
を
「
（
第
八
十
一
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
降
任
及
び
転
任
を
除
く
。
）
並
び
に
」
に
、
「
以
下
こ
の
条
」
を
「
次
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
同

条
第
四
項
中
「
転
任
、
降
任
」
を
「
降
任
、
転
任
」
に
改
め
、
「
免
職
（
」
の
下
に
「
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
降
任
及
び
転
任
を
除
く
。
」
を
加
え
る
。

第
七
十
五
条
第
一
項
中
「
に
定
め
る
」
を
「
で
定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
人
事
院
規
則
の
」
を
「
こ
の
法
律

又
は
人
事
院
規
則
で
」
に
改
め
る
。
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第
三
章
第
六
節
第
一
款
第
二
目
の
目
名
中
「
定
年
」
の
下
に
「
に
よ
る
退
職
等
」
を
加
え
る
。

第
三
章
第
六
節
第
一
款
第
二
目
中
第
八
十
一
条
の
六
を
第
八
十
一
条
の
八
と
す
る
。

第
八
十
一
条
の
四
の
前
の
見
出
し
並
び
に
同
条
及
び
第
八
十
一
条
の
五
を
削
る
。

第
八
十
一
条
の
三
第
一
項
中
「
そ
の
職
員
の
職
務
の
特
殊
性
又
は
そ
の
職
員
の
職
務
の
遂
行
上
の
特
別
の
事
情
か
ら
み
て

そ
の
退
職
に
よ
り
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
十
分
な
理
由
が
あ
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
事
由
が

あ
る
と
認
め
る
」
に
、
「
そ
の
職
員
に
」
を
「
当
該
職
員
に
」
に
、
「
そ
の
職
員
を
当
該
」
を
「
当
該
職
員
を
当
該
定
年
退

職
日
に
お
い
て
従
事
し
て
い
る
」
に
、
「
引
き
続
い
て
」
を
「
、
引
き
続
き
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
及
び
各
号

を
加
え
る
。

た
だ
し
、
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ

た
期
間
を
含
む
。
）
を
延
長
し
た
職
員
で
あ
つ
て
、
定
年
退
職
日
に
お
い
て
管
理
監
督
職
を
占
め
て
い
る
職
員
に
つ
い
て

は
、
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
定
年
退
職
日
ま
で
当
該
異
動
期
間
を
延
長
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
引

き
続
き
勤
務
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
人
事
院
の
承
認
を
得
た
と
き
に
限
る
も
の
と
し
、
当
該
期
限
は
、
当
該
職
員
が
占
め

て
い
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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一

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
す
べ
き
こ
と
と
な
る
職
員
の
職
務
の
遂
行
上
の
特
別
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
当
該

職
員
の
退
職
に
よ
り
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
事
由
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
事
由

二

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
す
べ
き
こ
と
と
な
る
職
員
の
職
務
の
特
殊
性
を
勘
案
し
て
、
当
該
職
員
の
退
職
に

よ
り
、
当
該
職
員
が
占
め
る
官
職
の
欠
員
の
補
充
が
困
難
と
な
る
こ
と
に
よ
り
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る

と
認
め
ら
れ
る
事
由
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
事
由

第
八
十
一
条
の
三
第
二
項
中
「
前
項
の
事
由
」
を
「
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
」
に
、
「
存
す
る
と
認
め
ら
れ
る
十
分
な

理
由
が
あ
る
」
を
「
あ
る
と
認
め
る
」
に
改
め
、
「
得
て
、
」
の
下
に
「
こ
れ
ら
の
期
限
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
」
を
加
え

、
同
項
た
だ
し
書
中
「
そ
の
」
を
「
当
該
」
に
改
め
、
「
定
年
退
職
日
」
の
下
に
「
（
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
員
に

あ
つ
て
は
、
当
該
職
員
が
占
め
て
い
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
勤
務
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
。

第
八
十
一
条
の
三
を
第
八
十
一
条
の
七
と
す
る
。

第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
以
下
」
を
「
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
た
だ
し
書
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。



- 7 -

前
項
の
定
年
は
、
年
齢
六
十
五
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
職
務
と
責
任
に
特
殊
性
が
あ
る
こ
と
又
は
欠
員
の
補
充
が

困
難
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
定
年
を
年
齢
六
十
五
年
と
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
官
職
を
占
め
る
医
師
及

び
歯
科
医
師
そ
の
他
の
職
員
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
の
定
年
は
、
六
十
五
年
を
超
え
七
十
年
を
超
え
な
い
範

囲
内
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
年
齢
と
す
る
。

第
八
十
一
条
の
二
を
第
八
十
一
条
の
六
と
す
る
。

第
三
章
第
六
節
第
一
款
第
二
目
を
同
款
第
三
目
と
し
、
同
款
第
一
目
の
次
に
次
の
一
目
を
加
え
る
。

第
二
目

管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
よ
る
降
任
等

（
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
よ
る
降
任
等
）

第
八
十
一
条
の
二

任
命
権
者
は
、
管
理
監
督
職
（
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
第
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
官
職
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
官
職
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
官
職
並
び
に
指
定
職
（
こ
れ
ら
の
官
職
の
う
ち
、
病
院

、
療
養
所
、
診
療
所
そ
の
他
の
国
の
部
局
又
は
機
関
に
勤
務
す
る
医
師
及
び
歯
科
医
師
が
占
め
る
官
職
そ
の
他
の
そ
の
職

務
と
責
任
に
特
殊
性
が
あ
る
こ
と
又
は
欠
員
の
補
充
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
こ
の
条
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
著

し
く
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
官
職
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
官
職
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
目
及
び
第
八
十
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一
条
の
七
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
占
め
る
職
員
で
そ
の
占
め
る
管
理
監
督
職
に
係
る
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
達
し

て
い
る
職
員
に
つ
い
て
、
異
動
期
間
（
当
該
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
達
し
た
日
の
翌
日
か
ら
同
日
以
後
に
お
け
る

最
初
の
四
月
一
日
ま
で
の
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
目
及
び
同
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
か
ら
第

四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
、
管
理
監
督
職
以
外
の
官
職

又
は
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
が
当
該
職
員
の
年
齢
を
超
え
る
管
理
監
督
職
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
こ

れ
ら
の
官
職
を
「
他
の
官
職
」
と
い
う
。
）
へ
の
降
任
又
は
転
任
（
降
給
を
伴
う
転
任
に
限
る
。
）
を
す
る
も
の
と
す
る

。
た
だ
し
、
異
動
期
間
に
、
こ
の
法
律
の
他
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
に
つ
い
て
他
の
官
職
へ
の
昇
任
、
降
任
若
し
く
は

転
任
を
し
た
場
合
又
は
第
八
十
一
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
を
管
理
監
督
職
を
占
め
た
ま
ま
引
き
続
き
勤

務
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

前
項
の
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
は
、
年
齢
六
十
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
管
理
監
督
職
を
占
め

る
職
員
の
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
年
齢
と
す
る
。

一

国
家
行
政
組
織
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
次
官
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
管
理
監
督
職
の
う
ち
人
事
院
規
則

で
定
め
る
管
理
監
督
職

年
齢
六
十
二
年
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二

前
号
に
掲
げ
る
管
理
監
督
職
の
ほ
か
、
そ
の
職
務
と
責
任
に
特
殊
性
が
あ
る
こ
と
又
は
欠
員
の
補
充
が
困
難
で
あ
る

こ
と
に
よ
り
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
を
年
齢
六
十
年
と
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
管
理
監
督
職

と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
管
理
監
督
職

六
十
年
を
超
え
六
十
四
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
院
規
則
で
定
め

る
年
齢

第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
他
の
官
職
へ
の
降
任
又
は
転
任
（
以
下
こ
の
目
及
び
第
八
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
「
他

の
官
職
へ
の
降
任
等
」
と
い
う
。
）
を
行
う
に
当
た
つ
て
任
命
権
者
が
遵
守
す
べ
き
基
準
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
他
の

官
職
へ
の
降
任
等
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
。

（
管
理
監
督
職
へ
の
任
用
の
制
限
）

第
八
十
一
条
の
三

任
命
権
者
は
、
採
用
し
、
昇
任
し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
し
よ
う
と
す
る
管
理
監
督
職
に
係
る
管
理
監

督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
達
し
て
い
る
者
を
、
そ
の
者
が
当
該
管
理
監
督
職
を
占
め
て
い
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
異

動
期
間
の
末
日
の
翌
日
（
他
の
官
職
へ
の
降
任
等
を
さ
れ
た
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
他
の
官
職
へ
の
降
任
等
を
さ
れ
た

日
）
以
後
、
当
該
管
理
監
督
職
に
採
用
し
、
昇
任
し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
適
用
除
外
）
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第
八
十
一
条
の
四

前
二
条
の
規
定
は
、
臨
時
的
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
る
職
員
に
は
適
用

し
な
い
。

（
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
よ
る
降
任
等
及
び
管
理
監
督
職
へ
の
任
用
の
制
限
の
特
例
）

第
八
十
一
条
の
五

任
命
権
者
は
、
他
の
官
職
へ
の
降
任
等
を
す
べ
き
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ

る
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
職
員
が
占
め
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
（
当
該
期
間
内
に
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て

「
定
年
退
職
日
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
定
年
退
職
日
ま
で
の
期

間
内
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
当
該
異
動
期
間
を
延
長
し
、
引
き
続
き
当
該
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
、
当

該
管
理
監
督
職
を
占
め
た
ま
ま
勤
務
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
職
員
の
職
務
の
遂
行
上
の
特
別
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
当
該
職
員
の
他
の
官
職
へ
の
降
任
等
に
よ
り
公
務
の
運

営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
事
由
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
事
由

二

当
該
職
員
の
職
務
の
特
殊
性
を
勘
案
し
て
、
当
該
職
員
の
他
の
官
職
へ
の
降
任
等
に
よ
り
、
当
該
管
理
監
督
職
の
欠

員
の
補
充
が
困
難
と
な
る
こ
と
に
よ
り
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
事
由
と
し
て
人
事
院
規
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則
で
定
め
る
事
由

任
命
権
者
は
、
前
項
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）

が
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
引
き
続
き
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

、
人
事
院
の
承
認
を
得
て
、
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
（
当

該
期
間
内
に
定
年
退
職
日
が
あ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
定
年
退
職
日
ま

で
の
期
間
内
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動
期
間
を
更
に
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し

、
更
に
延
長
さ
れ
る
当
該
異
動
期
間
の
末
日
は
、
当
該
職
員
が
占
め
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

任
命
権
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
除
き
、
他
の
官
職
へ
の
降
任
等

を
す
べ
き
特
定
管
理
監
督
職
群
（
職
務
の
内
容
が
相
互
に
類
似
す
る
複
数
の
管
理
監
督
職
（
指
定
職
を
除
く
。
以
下
こ
の

項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
欠
員
を
容
易
に
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
年
齢
別
構
成
そ
の

他
の
特
別
の
事
情
が
あ
る
管
理
監
督
職
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
管
理
監
督
職
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
属
す
る
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
、
当
該
職
員
の
他
の
官
職
へ
の
降
任
等
に
よ
り
、
当
該
特
定
管
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理
監
督
職
群
に
属
す
る
管
理
監
督
職
の
欠
員
の
補
充
が
困
難
と
な
る
こ
と
に
よ
り
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る

と
認
め
ら
れ
る
事
由
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
職
員
が
占
め
る
管
理
監
督
職

に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
で
当
該
異
動
期
間
を
延
長
し
、
引
き
続
き
当

該
管
理
監
督
職
を
占
め
て
い
る
職
員
に
当
該
管
理
監
督
職
を
占
め
た
ま
ま
勤
務
を
さ
せ
、
又
は
当
該
職
員
を
当
該
管
理
監

督
職
が
属
す
る
特
定
管
理
監
督
職
群
の
他
の
管
理
監
督
職
に
降
任
し
、
若
し
く
は
転
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

任
命
権
者
は
、
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含

む
。
）
が
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
前
項
に
規
定
す
る
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
（
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動
期
間
を
更
に
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
を
除
く
。
）
、
又
は
前
項
若
し
く
は

こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
（
前
三
項
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）
が
延
長
さ
れ
た

管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
前
項
に
規
定
す
る
事
由
が
引
き
続
き
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
人
事
院
の
承
認
を

得
て
、
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
で
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動

期
間
を
更
に
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
異
動
期
間
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
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む
。
）
の
延
長
及
び
当
該
延
長
に
係
る
職
員
の
降
任
又
は
転
任
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
。

第
八
十
二
条
第
一
項
中
「
、
次
」
を
「
次
」
に
、
「
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
対
し
」
を
「
に
は
、
当
該
職
員
に
対
し
、
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
こ
れ
に
対
し
」
を
「
当
該
職
員
に
対
し
、
」
に
、
「
職
員
が
、
第
八
十
一
条
の
四
第
一
項
又
は

第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
定
年
退
職
者
等
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤

務
職
員
が
、
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
」
に
、
「
第
八
十
一
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第

六
十
条
の
二
第
一
項
」
に
、
「
職
員
と
し
て
在
職
し
て
い
た
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
し
て
在
職
し
て
い

た
」
に
改
め
る
。

第
八
十
九
条
第
一
項
中
「
降
給
し
、
降
任
し
、
休
職
し
、
免
職
し
」
を
「
降
給
（
他
の
官
職
へ
の
降
任
等
に
伴
う
降
給
を

除
く
。
）
、
降
任
（
他
の
官
職
へ
の
降
任
等
に
該
当
す
る
降
任
を
除
く
。
）
、
休
職
若
し
く
は
免
職
を
し
」
に
、
「
こ
れ
」

を
「
職
員
」
に
、
「
い
ち
じ
る
し
く
」
を
「
著
し
く
」
に
、
「
行
わ
う
」
を
「
行
お
う
」
に
、
「
そ
の
処
分
」
を
「
当
該
処

分
」
に
、
「
そ
の
職
員
」
を
「
当
該
職
員
」
に
、
「
、
処
分
」
を
「
、
当
該
処
分
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
い
ち
じ
る

し
く
」
を
「
著
し
く
」
に
改
め
る
。

附
則
第
一
条
第
一
項
中
「
中
附
則
第
二
条
の
規
定
は
、
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
、
そ
の
他
の
規
定
」
及
び
「
こ
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れ
を
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

附
則
第
二
条
を
削
る
。

附
則
第
三
条
中
「
に
い
う
」
及
び
「
に
よ
る
」
を
「
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
二
条
と
す
る
。

附
則
第
四
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
を
削
る
。

附
則
第
十
二
条
中
「
規
定
施
行
前
」
を
「
規
定
の
施
行
前
に
」
に
改
め
、
「
、
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同
条
を
附
則
第
三
条

と
す
る
。

附
則
第
十
三
条
中
「
一
般
職
に
属
す
る
」
を
削
り
、
「
基
い
て
」
を
「
基
づ
い
て
」
に
、
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」

に
、
「
以
て
、
こ
れ
」
を
「
も
つ
て
、
当
該
特
例
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
但
し
、
そ
の
」
を
「
た
だ
し
、
当
該
」

に
改
め
、
「
こ
の
法
律
」
を
削
り
、
同
条
を
附
則
第
四
条
と
す
る
。

附
則
第
十
四
条
中
「
各
規
定
施
行
」
を
「
各
規
定
の
施
行
」
に
、
「
、
現
に
」
を
「
現
に
」
に
、
「
つ
い
て
」
を
「
当
た

り
」
に
改
め
、
「
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同
条
を
附
則
第
五
条
と
す
る
。

附
則
第
十
五
条
を
削
る
。

附
則
第
十
六
条
中
「
基
い
て
発
せ
ら
れ
る
」
を
「
基
づ
く
」
に
改
め
、
「
第
二
条
の
一
般
職
に
属
す
る
」
及
び
「
、
こ
れ



- 15 -

を
」
を
削
り
、
同
条
を
附
則
第
六
条
と
す
る
。

附
則
第
十
七
条
を
削
る
。

附
則
第
十
八
条
中
「
か
ん
が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
七
条
と
す
る
。

附
則
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
八
条

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
八
十
一
条
の
六
第
二
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
同
項
中
「
六
十
五
年
」
と
あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
七
十
年
」
と
あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す

る
。

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

六
十
一
年

六
十
六
年

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

六
十
二
年

六
十
七
年

令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

六
十
三
年

六
十
八
年

令
和
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

六
十
四
年

六
十
九
年

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
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律
（
令
和
三
年
法
律
第

号
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
」
と
い
う

。
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
員
に
相
当
す
る
職
員
と
し
て
人
事

院
規
則
で
定
め
る
職
員
に
対
す
る
第
八
十
一
条
の
六
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

六
十
五
年
を
超
え
七
十
年
を

年
齢
六
十
六
年

超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
院

規
則
で
定
め
る
年
齢

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

七
十
年

六
十
七
年

令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

七
十
年

六
十
八
年

令
和
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

七
十
年

六
十
九
年

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
第
一

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
に
相
当
す
る
職
員
と
し
て
人
事
院
規
則
で
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定
め
る
職
員
に
対
す
る
第
八
十
一
条
の
六
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
同
条
第
二
項
中
「
六
十
五
年
」
と
あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ

る
字
句
と
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
七
十
年
」
と
あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

六
十
三
年

六
十
六
年

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

六
十
三
年

六
十
七
年

令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

六
十
三
年

六
十
八
年

令
和
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

六
十
四
年

六
十
九
年

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
第
一
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
に
相
当
す
る
職
員
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定

め
る
職
員
に
対
す
る
第
八
十
一
条
の
六
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第

二
項
中
「
、
年
齢
六
十
五
年
」
と
あ
る
の
は
「
、
六
十
年
を
超
え
六
十
五
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
院
規
則
で
定
め

る
年
齢
」
と
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
六
十
五
年
を
超
え
七
十
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
年
齢
」
と

あ
る
の
は
「
年
齢
六
十
六
年
」
と
す
る
。
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令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
前
項
に
規
定
す
る
職
員
に
対
す
る
第
八
十

一
条
の
六
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区

分
に
応
じ
、
同
条
第
二
項
中
「
、
年
齢
六
十
五
年
」
と
あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
、
同
項
た
だ

し
書
中
「
七
十
年
」
と
あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

、
六
十
一
年
を
超
え
六
十
五

六
十
七
年

年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人

事
院
規
則
で
定
め
る
年
齢

令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

、
六
十
二
年
を
超
え
六
十
五

六
十
八
年

年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人

事
院
規
則
で
定
め
る
年
齢

令
和
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

、
六
十
三
年
を
超
え
六
十
五

六
十
九
年

年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人

事
院
規
則
で
定
め
る
年
齢
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第
九
条

任
命
権
者
は
、
当
分
の
間
、
職
員
（
臨
時
的
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
る
職
員
及
び

常
時
勤
務
を
要
し
な
い
官
職
を
占
め
る
職
員
並
び
に
令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
員
に
相
当
す
る
職
員
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
及
び
同
項
第

三
号
に
掲
げ
る
職
員
に
相
当
す
る
職
員
の
う
ち
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
そ
の
他
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く

。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
年
齢
六
十
年
（
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
に
相
当
す
る
職
員
と
し
て
人
事
院
規

則
で
定
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
同
号
に
定
め
る
年
齢
と
し
、
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
に
相
当
す
る
職
員
の
う
ち
人
事

院
規
則
で
定
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
同
号
に
定
め
る
年
齢
と
す
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
達
す
る
日
の
属

す
る
年
度
の
前
年
度
（
当
該
前
年
度
に
職
員
で
な
か
つ
た
者
そ
の
他
の
当
該
前
年
度
に
お
い
て
こ
の
条
の
規
定
に
よ
る
情

報
の
提
供
及
び
意
思
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
人
事
院

規
則
で
定
め
る
期
間
）
に
お
い
て
、
当
該
職
員
に
対
し
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
令
和
三
年
国
家
公
務

員
法
等
改
正
法
に
よ
る
定
年
の
引
上
げ
に
伴
う
当
分
の
間
の
措
置
と
し
て
講
じ
ら
れ
る
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

法
律
附
則
第
八
項
か
ら
第
十
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
年
齢
六
十
年
に
達
し
た
日
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
以
後
の

当
該
職
員
の
俸
給
月
額
を
引
き
下
げ
る
給
与
に
関
す
る
特
例
措
置
及
び
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律



- 20 -

第
百
八
十
二
号
）
附
則
第
十
二
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
が
年
齢
六
十
年
に
達
し
た
日
か
ら
定
年

に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
非
違
に
よ
る
こ
と
な
く
退
職
を
し
た
場
合
に
お
け
る
退
職
手
当
の
基
本
額
を
当
該
職
員

が
当
該
退
職
を
し
た
日
に
第
八
十
一
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
を
し
た
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
額
と

同
額
と
す
る
退
職
手
当
に
関
す
る
特
例
措
置
そ
の
他
の
当
該
職
員
が
年
齢
六
十
年
に
達
す
る
日
以
後
に
適
用
さ
れ
る
任
用

、
給
与
及
び
退
職
手
当
に
関
す
る
措
置
の
内
容
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
同
日
の
翌

日
以
後
に
お
け
る
勤
務
の
意
思
を
確
認
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
五
項
中
「
の
定
め
る
」
を
「
で
定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
及
び
第
八
項
中
「
そ
の
者
」
を
「
当
該
職
員

」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

国
家
公
務
員
法
第
六
十
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
（
以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時

12
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
の
俸
給
月
額
は
、
当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
適
用
さ
れ
る
俸
給
表
の
定
年
前

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
欄
に
掲
げ
る
基
準
俸
給
月
額
の
う
ち
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
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勤
務
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
た
額
に
、
勤
務
時
間
法
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
当
該
定
年
前

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す

る
。

第
八
条
の
二
を
削
る
。

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
以

下
」
の
下
に
「
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
算
出
し
た
そ
の
者
」
を
「
算
出
し
た
当
該
職
員
」

に
改
め
、
「
相
当
す
る
額
（
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
以
下
」
の
下

に
「
こ
の
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
」
を
加
え
、
「
そ
の
者
」
を
「
当
該
職
員
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
そ
の
者
」
を
「
当
該
職
員
」
に
改
め

、
同
条
第
三
項
中
「
交
通
機
関
等
（
以
下
」
を
「
交
通
機
関
等
（
第
一
号
及
び
次
項
に
お
い
て
」
に
、
「
。
以
下
」
を
「
。

第
一
号
及
び
次
項
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
算
出
し
た
そ
の
者
」
を
「
算
出
し
た
当
該
職
員
」
に
改
め
、
同

号
た
だ
し
書
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
号
に
お
い
て
」
を
加
え
、
「
そ
の
者
」
を
「
当
該
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項

中
「
区
域
（
以
下
」
及
び
「
施
設
（
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
項
に
お
い
て
」
を
加
え
、
「
料
金
（
以
下
」
を
「
料
金
（
第
一
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号
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
そ
の
者
」
を
「
当
該
職
員
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
場
合
は
」
を
「
場
合
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年

前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
」
を
削
り
、
「
場
合
は
」
を
「
場
合
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
場
合
は
」
を
「
場
合
に
は
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
四
第
二
項
中
「
第
十
九
条
の
七
第
二
項
」
を
「
第
十
九
条
の
七
第
二
項
第
一
号
イ
及
び
第
二
号
」
に
、
「
そ

の
者
」
を
「
当
該
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、

「
と
、
「
百
分
の
六
十
七
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
三
十
五
」
」
を
削
る
。

第
十
九
条
の
七
第
一
項
中
「
こ
の
条
」
を
「
こ
の
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
、
「
そ
の
者
」
を
「
当
該
職
員
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

二

前
項
の
職
員
の
う
ち
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
勉
手
当
基
礎

額
に
百
分
の
四
十
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
五
十
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額

第
十
九
条
の
八
第
三
項
中
「
第
十
条
の
四
」
を
「
第
八
条
第
四
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
、
第
十
条
の
四
」
に
、
「
再
任
用
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職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
又
は
人
事
院
の
」
を
「
又
は
人
事
院
が
」
に
、
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再

任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
、
「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
定
が
」
を
「
定
め
が
」
に
、
「

項
に
」
を
「
規
定
に
」
に
、
「
外
、
」
を
「
ほ
か
、
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
項
中
「
基
い
て
な
さ
れ
た
」
を
「
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
中
「
取
扱
」
を
「
取
扱
い
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
、
そ
の
者
」
を
「
た
だ
し
、
当
該
未
帰
還

職
員
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
項
中
「
）
中
」
を
「
）
の
規
定
中
」
に
、
「
て
い
触
す
る
」
を
「
抵
触
す
る
」
に
改
め
る
。

、
、

附
則
第
五
項
中
「
基
き
発
せ
ら
れ
た
政
令
」
を
「
基
づ
く
政
令
」
に
、
「
基
き
発
せ
ら
れ
た
も
の
」
を
「
基
づ
く
命
令
」

に
改
め
る
。

附
則
第
六
項
中
「
も
の
」
を
「
措
置
」
に
、
「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
る
。

附
則
に
次
の
九
項
を
加
え
る
。

８

当
分
の
間
、
職
員
の
俸
給
月
額
は
、
当
該
職
員
が
六
十
歳
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
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め
る
年
齢
）
に
達
し
た
日
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
（
附
則
第
十
項
に
お
い
て
「
特
定
日
」
と
い
う
。
）
以
後
、
当

該
職
員
に
適
用
さ
れ
る
俸
給
表
の
俸
給
月
額
の
う
ち
、
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
並

び
に
同
条
第
四
項
、
第
五
項
、
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
受
け
る
号
俸
に
応
じ
た
額
に
百
分
の
七

十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満

の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
と
す
る
。

一

国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国

家
公
務
員
法
（
次
号
及
び
次
項
第
二
号
に
お
い
て
「
令
和
五
年
旧
国
家
公
務
員
法
」
と
い
う
。
）
第
八
十
一
条
の
二
第

二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
に
相
当
す
る
職
員
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員

六
十
三
歳

二

令
和
五
年
旧
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
に
相
当
す
る
職
員
の
う
ち
、
人
事
院

規
則
で
定
め
る
職
員

六
十
歳
を
超
え
六
十
四
歳
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
年
齢

９

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。

一

臨
時
的
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
る
職
員
及
び
常
勤
を
要
し
な
い
職
員

二

令
和
五
年
旧
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
員
に
相
当
す
る
職
員
と
し
て
人
事
院
規
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則
で
定
め
る
職
員
及
び
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
に
相
当
す
る
職
員
の
う
ち
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員

三

国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る

異
動
期
間
（
同
法
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）
を
延
長
さ
れ

た
同
法
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員

四

国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
六
第
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
員

五

国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
七
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
て
い
る
職
員
（
同
法
第
八
十
一
条
の

六
第
一
項
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
に
お
い
て
前
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
て
い
た
職
員
を
除
く
。
）

国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
他
の
官
職
へ
の
降
任
等
を
さ
れ
た
職
員
で
あ
つ
て
、
当
該
他
の

10
官
職
へ
の
降
任
等
を
さ
れ
た
日
（
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
十
二
項
に
お
い
て
「
異
動
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
か
ら
引

き
続
き
同
一
の
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
う
ち
、
特
定
日
に
附
則
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
受
け
る
俸

給
月
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
日
俸
給
月
額
」
と
い
う
。
）
が
異
動
日
の
前
日
に
当
該
職
員
が
受
け
て
い
た
俸

給
月
額
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五

十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
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礎
俸
給
月
額
」
と
い
う
。
）
に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
職
員
（
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
は
、
当
分
の

間
、
特
定
日
以
後
、
附
則
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
受
け
る
俸
給
月
額
の
ほ
か
、
基
礎
俸
給
月
額
と
特
定
日
俸

給
月
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額
を
俸
給
と
し
て
支
給
す
る
。

前
項
の
規
定
に
よ
る
俸
給
の
額
と
当
該
俸
給
を
支
給
さ
れ
る
職
員
の
受
け
る
俸
給
月
額
と
の
合
計
額
が
第
八
条
第
三
項

11
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
お
け
る
最
高
の
号
俸
の
俸
給
月
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
基
礎
俸
給
月
額
と
特
定
日
俸
給
月
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
お
け
る
最
高
の
号
俸
の
俸
給
月
額
と
当
該
職
員
の
受
け
る
俸
給
月
額
」
と
す
る
。

異
動
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
附
則
第
八
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
限
り

12
、
附
則
第
十
項
に
規
定
す
る
職
員
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
俸
給
を
支
給
さ
れ
る
職
員
と
の
権
衡
上

必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
員
に
は
、
当
分
の
間
、
当
該
職
員
の
受
け
る
俸
給
月
額
の
ほ
か
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
を
俸
給
と
し
て
支
給
す
る
。

附
則
第
十
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
俸
給
を
支
給
さ
れ
る
職
員
以
外
の
附
則
第
八
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員

13
で
あ
つ
て
、
任
用
の
事
情
を
考
慮
し
て
当
該
俸
給
を
支
給
さ
れ
る
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
員
に
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は
、
当
分
の
間
、
当
該
職
員
の
受
け
る
俸
給
月
額
の
ほ
か
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
三
項
の
規
定
に

準
じ
て
算
出
し
た
額
を
俸
給
と
し
て
支
給
す
る
。

附
則
第
十
項
又
は
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
俸
給
を
支
給
さ
れ
る
職
員
に
対
す
る
第
十
条
の
五
第
二
項
及
び
第
十
九
条
の

14
四
第
五
項
（
第
十
九
条
の
七
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規

定
中
「
俸
給
月
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
俸
給
月
額
と
附
則
第
十
項
、
第
十
二
項
又
は
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
る
俸
給
の
額

と
の
合
計
額
」
と
す
る
。

附
則
第
八
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
対
す
る
国
家
公
務
員
法
第
七
十
五
条
第
二
項
及
び
第
八
十
九
条
第
一
項

15
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
七
十
五
条
第
二
項
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法
律
若
し
く
は
一
般
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
附
則
第
八
項
」
と
、
同
法
第
八
十
九
条
第
一
項
中
「
伴
う
降
給
」
と
あ
る
の
は
「
伴
う
降

給
及
び
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
附
則
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
降
給
」
と
す
る
。

附
則
第
八
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
附
則
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
俸
給
月
額
、
附
則
第
十
項
の
規
定

16
に
よ
る
俸
給
そ
の
他
附
則
第
八
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
。

別
表
第
一
イ
の
表
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
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、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

187,700 215,200 255,200 274,600 289,700 315,100 356,800 389,900 441,000 521,400

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員
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別
表
第
一
ロ
の
表
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め

、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

円 円 円 円 円

193,600 204,700 223,200 244,000 274,700

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員
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別
表
第
二
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
表

再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

円 円 円 円 円 円 円 円

210,100 240,800 283,300 315,400 356,800 389,900 441,000 521,400

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員
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別
表
第
三
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
表

再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

205,700 231,700 279,400 305,100 319,200 342,800 377,900 409,500 451,700 521,400

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員
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別
表
第
四
イ
の
表
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め

、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

241,500 253,200 257,300 288,600 305,100 319,200 342,800 377,900 409,500 451,700 521,400

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員
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別
表
第
四
ロ
の
表
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め

、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

212,700 239,900 282,300 305,100 319,200 342,800 377,900 409,500 451,700 521,400

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員
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別
表
第
五
イ
の
表
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め

、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

円 円 円 円 円 円 円

220,300 250,300 279,700 320,400 349,200 395,700 463,700

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員
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別
表
第
五
ロ
の
表
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め

、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

円 円 円 円 円 円

215,100 229,600 231,600 253,700 282,200 312,000

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員
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別
表
第
六
イ
の
表
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め

、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

円 円 円 円 円

282,800 293,800 315,700 399,700 534,100

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員
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別
表
第
六
ロ
の
表
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め

、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

円 円 円

247,600 293,200 310,700

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員
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別
表
第
七
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
表

再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

円 円 円 円 円 円

217,500 258,700 283,500 325,900 384,400 523,100

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員
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別
表
第
八
イ
の
表
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め

、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

円 円 円 円 円

296,200 338,600 393,000 466,000 565,900

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員
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別
表
第
八
ロ
の
表
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め

、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

円 円 円 円 円 円 円 円

188,700 215,300 243,500 256,900 282,100 322,800 365,000 426,500

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員
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別
表
第
八
ハ
の
表
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め

、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

円 円 円 円 円 円 円

235,100 255,400 262,600 272,800 289,100 326,200 370,600

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員
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別
表
第
九
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
表

再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

円 円 円 円 円 円

201,500 241,000 255,300 288,400 315,100 356,800

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員
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別
表
第
十
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
表

再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

基　　　準
俸給月額

円 円 円 円

324,400 425,600 480,400 615,700

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員



- 60 -

（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
八
十
一
条
の
四
第
一
項
又
は
第
八
十
一
条

の
五
第
一
項
」
を
「
国
会
職
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
十
五
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
十
五
条
の
五

第
一
項
又
は
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
「
こ
れ
ら
に
準
ず

る
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
者
並
び
に
」
を
削
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
。
以
下
」
を
「
。
次
条
か
ら
第
六
条
の
四
ま
で
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
国
家
公
務

員
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
」
を
加
え
、
「
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
」
及
び

「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八
十
五
号
）
」
を
削
る
。

第
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
六
第
一
項
」
に
、
「
第
八
十
一
条
の
三
第

一
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
七
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
以
下
」
を
「
次
条
第
二
項
及
び
第
六
条
の
四
第
一
項

に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
六
第
一
項
」
に
、
「
第
八
十
一
条
の
三
第
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一
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
七
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
（
前
項
」
を
「
（
同
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
四
第
一
項
中
「
除
く
。
以
下
」
を
「
除
く
。
第
七
条
第
四
項
に
お
い
て
」
に
改
め
、
「
（
以
下
」
の
下
に
「
こ

の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
第
五
号
イ
中
「
も
の
」
を
「
者
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
あ
る
者
」

の
下
に
「
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
」
を
加
え
る
。

第
十
四
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
第
一
号
中
「
禁
錮
」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
再
任

こ

用
職
員
等
に
対
す
る
免
職
処
分
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
対
す
る
免
職
処
分
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
禁
錮
」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
項
第

こ

二
号
及
び
第
三
号
中
「
再
任
用
職
員
等
に
対
す
る
免
職
処
分
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
対
す
る
免
職
処

分
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
。
以
下
こ
の
条
」
を
「
。
以
下
こ
の
項
か
ら
第
六
項
ま
で
」
に
、
「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
は
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
禁
錮
」
を
「
禁
錮
」
に

こ

、
「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
再
任
用
職
員
等
に
対
す
る
免
職
処
分
」
を
「
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
等
に
対
す
る
免
職
処
分
」
に
、
「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
る
。
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附
則
第
一
項
中
「
因
る
」
を
「
よ
る
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
を
削
る
。

附
則
第
十
三
項
中
「
以
下
「
五
十
六
年
法
第
一
条
施
行
日
」
を
「
次
項
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
六
年
改
正
法
第
一
条
施
行

日
」
に
、
「
（
指
定
機
関
」
を
「
（
当
該
指
定
機
関
」
に
改
め
、
「
。
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
項
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同

項
を
附
則
第
二
項
と
す
る
。

附
則
第
十
四
項
中
「
五
十
六
年
法
第
一
条
施
行
日
」
を
「
昭
和
五
十
六
年
改
正
法
第
一
条
施
行
日
」
に
改
め
、
「
以
下
」

の
下
に
「
こ
の
項
に
お
い
て
」
を
加
え
、
「
同
条
第
五
項
」
を
「
第
七
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
三
項
と
す
る
。

附
則
第
十
五
項
中
「
法
律
第
三
十
号
」
を
「
国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法

律
第
三
十
号
。
次
項
か
ら
附
則
第
八
項
ま
で
に
お
い
て
「
昭
和
四
十
八
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則

第
四
項
と
す
る
。

附
則
第
十
六
項
中
「
附
則
第
十
四
項
」
を
「
附
則
第
三
項
」
に
、
「
法
律
第
三
十
号
」
を
「
昭
和
四
十
八
年
改
正
法
」
に

改
め
、
同
項
を
附
則
第
五
項
と
す
る
。

附
則
第
十
七
項
か
ら
第
二
十
項
ま
で
を
削
る
。
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附
則
第
二
十
一
項
中
「
法
律
第
三
十
号
」
を
「
昭
和
四
十
八
年
改
正
法
」
に
改
め
、
「
第
五
条
の
三
ま
で
」
の
下
に
「
及

び
附
則
第
十
二
項
か
ら
第
十
六
項
ま
で
」
を
加
え
、
「
附
則
第
二
十
一
項
」
を
「
附
則
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第

六
項
と
す
る
。

附
則
第
二
十
二
項
中
「
法
律
第
三
十
号
」
を
「
昭
和
四
十
八
年
改
正
法
」
に
改
め
、
「
第
五
条
の
二
」
の
下
に
「
及
び
附

則
第
十
五
項
」
を
加
え
、
同
項
を
附
則
第
七
項
と
す
る
。

附
則
第
二
十
三
項
中
「
法
律
第
三
十
号
」
を
「
昭
和
四
十
八
年
改
正
法
」
に
改
め
、
「
第
五
条
」
の
下
に
「
又
は
附
則
第

十
三
項
」
を
加
え
、
「
附
則
第
二
十
一
項
」
を
「
附
則
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
八
項
と
す
る
。

附
則
第
二
十
四
項
を
附
則
第
九
項
と
す
る
。

附
則
第
二
十
五
項
中
「
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
十

項
と
す
る
。

附
則
第
二
十
六
項
中
「
附
則
第
二
十
一
項
」
を
「
附
則
第
六
項
」
に
、
「
第
二
十
六
項
」
を
「
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同

項
を
附
則
第
十
一
項
と
す
る
。

附
則
に
次
の
五
項
を
加
え
る
。
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当
分
の
間
、
第
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
十
一
年
以
上
二
十
五
年
未
満
の
期
間
勤
続
し
た
者
で
あ
つ
て
、
六
十
歳
（
次

12
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
年
齢
）
に
達
し
た
日
以
後
そ
の
者
の
非
違
に
よ
る
こ
と
な
く
退

職
し
た
者
（
定
年
の
定
め
の
な
い
職
を
退
職
し
た
者
及
び
同
項
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
に

対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第

一
項
中
「
又
は
第
五
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
、
第
五
条
又
は
附
則
第
十
二
項
」
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
者

六
十
三
歳

イ

国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

号
。
ハ
に
お
い
て
「
令
和
三
年
国
家
公

務
員
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
法
（
次
号
イ
及
び
附
則
第
十
四
項

第
一
号
に
お
い
て
「
令
和
五
年
旧
国
家
公
務
員
法
」
と
い
う
。
）
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
第
二
号
（
裁
判
所
職
員

臨
時
措
置
法
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
掲
げ
る
職
員
に
相
当
す
る
職
員
と
し
て
内
閣
官
房
令
で
定
め

る
職
員

ロ

検
事
総
長
以
外
の
検
察
官

ハ

令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
自
衛
隊
法
（
次
号
ロ
及
び
附
則
第
十
四
項
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第
八
号
に
お
い
て
「
令
和
五
年
旧
自
衛
隊
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
隊
員
（
自

衛
隊
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
隊
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
十
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
相
当

す
る
隊
員
と
し
て
内
閣
官
房
令
で
定
め
る
隊
員

二

次
に
掲
げ
る
者

六
十
歳
を
超
え
六
十
四
歳
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
内
閣
官
房
令
で
定
め
る
年
齢

イ

令
和
五
年
旧
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
第
三
号
（
裁
判
所
職
員
臨
時
措
置
法
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
に
掲
げ
る
職
員
に
相
当
す
る
職
員
の
う
ち
、
内
閣
官
房
令
で
定
め
る
職
員

ロ

令
和
五
年
旧
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
隊
員
に
相
当
す
る
隊
員
の
う
ち
、
内
閣
官
房

令
で
定
め
る
隊
員

当
分
の
間
、
第
五
条
第
一
項
の
規
定
は
、
二
十
五
年
以
上
の
期
間
勤
続
し
た
者
で
あ
つ
て
、
六
十
歳
（
前
項
各
号
に
掲

13
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
年
齢
）
に
達
し
た
日
以
後
そ
の
者
の
非
違
に
よ
る
こ
と
な
く
退
職
し
た
者
（

定
年
の
定
め
の
な
い
職
を
退
職
し
た
者
及
び
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
に
対
す
る
退

職
手
当
の
基
本
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「

又
は
第
五
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
、
第
五
条
又
は
附
則
第
十
三
項
」
と
す
る
。
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前
二
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
者
が
退
職
し
た
場
合
に
支
給
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。

14
一

令
和
五
年
旧
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
第
一
号
（
裁
判
所
職
員
臨
時
措
置
法
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
に
掲
げ
る
職
員
に
相
当
す
る
職
員
と
し
て
内
閣
官
房
令
で
定
め
る
職
員
及
び
同
項
第
三
号
（
裁
判
所
職

員
臨
時
措
置
法
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
掲
げ
る
職
員
に
相
当
す
る
職
員
の
う
ち
内
閣
官
房
令
で
定
め

る
職
員

二

国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
六
第
二
項
た
だ
し
書
（
裁
判
所
職
員
臨
時
措
置
法
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
に
規
定
す
る
職
員

三

公
正
取
引
委
員
会
の
委
員
長
及
び
委
員

四

裁
判
官

五

検
事
総
長

六

検
査
官

七

国
会
職
員
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
同
法
第
一
条
に
規
定
す
る
国
会
職
員

八

令
和
五
年
旧
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
隊
員
に
相
当
す
る
隊
員
と
し
て
内
閣
官
房
令
で
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定
め
る
隊
員
及
び
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
隊
員
に
相
当
す
る
隊
員
の
う
ち
内
閣
官
房
令
で
定
め
る
隊
員

九

自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
六
第
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
隊
員

十

自
衛
隊
法
第
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
衛
官

十
一

給
与
そ
の
他
の
処
遇
の
状
況
が
前
各
号
に
掲
げ
る
職
員
に
類
す
る
職
員
と
し
て
内
閣
官
房
令
で
定
め
る
職
員

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
附
則
第
八
項
（
裁
判
所
職
員
臨
時
措
置
法
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

15
）
、
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
附
則
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
防
衛
省
の

職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
附
則
第
五
項
の
規
定
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る

給
与
の
支
給
の
基
準
に
よ
る
職
員
の
俸
給
月
額
の
改
定
は
、
俸
給
月
額
の
減
額
改
定
に
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。

当
分
の
間
、
第
四
条
第
一
項
第
三
号
並
び
に
第
五
条
第
一
項
第
三
号
、
第
五
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
対
す
る
第

16
五
条
の
三
及
び
第
六
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
の
三
並
び
に
第
六
条
の
三
の
表
第
六
条
の
項
、
第
六

条
の
二
第
一
号
の
項
及
び
第
六
条
の
二
第
二
号
の
項
中
「
定
年
」
と
あ
る
の
は
、
「
定
年
（
附
則
第
十
二
項
各
号
及
び
第

十
四
項
各
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
（
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

号
）
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
本
文
（
裁
判
所
職
員
臨
時
措
置
法
に
お
い
て
準
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用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
で
あ
つ
て
附
則
第
十
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
に
該
当
す
る
職
員

及
び
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項

本
文
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
で
あ
つ
て
附
則
第
十
四
項
第
九
号
に
掲
げ
る
隊
員
に
該
当
す
る
隊
員
を
含
む
。
）
に
あ
つ

て
は
六
十
歳
と
し
、
附
則
第
十
二
項
各
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
当
該
各
号
に
定
め
る
年
齢
と
し
、
附
則
第
十
四
項
第

一
号
に
掲
げ
る
職
員
及
び
同
項
第
八
号
に
掲
げ
る
隊
員
に
あ
つ
て
は
六
十
五
歳
と
し
、
同
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
職
員
に

あ
つ
て
は
内
閣
官
房
令
で
定
め
る
年
齢
と
す
る
。
）
」
と
す
る
。

（
検
察
庁
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

検
察
庁
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
を
以
て
こ
れ
に
」
を
「
を
も
つ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
且
つ
」
を
「
か
つ
」
に
改
め
、
同

条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

法
務
大
臣
は
、
検
事
正
の
職
を
占
め
る
検
事
が
年
齢
六
十
三
年
に
達
し
た
と
き
は
、
年
齢
が
六
十
三
年
に
達
し
た
日
の

翌
日
に
他
の
職
に
補
す
る
も
の
と
す
る
。

法
務
大
臣
は
、
年
齢
が
六
十
三
年
に
達
し
た
検
事
を
検
事
正
の
職
に
補
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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第
十
条
第
一
項
中
「
を
以
て
こ
れ
に
」
を
「
を
も
つ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
且
つ
」
を
「
か
つ
」
に
改
め
、
同

条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
上
席
検
察
官
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
一
条
中
「
第
九
条
第
二
項
」
を
「
第
九
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
中
「
外
、
左
の
各
号
の
一
」
を
「
ほ
か
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
」
に
改
め
、
「
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同
条
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

前
項
の
規
定
に
よ
り
検
察
官
に
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
の
ほ
か
、
年
齢
が
六
十
三
年
に
達
し
た
者
は
、
次
長
検

事
又
は
検
事
長
に
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
十
条
の
二

検
察
官
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
六
十
条
の
二
の
規
定
は

、
適
用
し
な
い
。

第
二
十
二
条
中
「
検
事
総
長
」
を
「
検
察
官
」
に
改
め
、
「
、
そ
の
他
の
検
察
官
は
年
齢
が
六
十
三
年
に
達
し
た
時
に
」

を
削
り
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。
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検
察
官
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
七
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

法
務
大
臣
は
、
次
長
検
事
及
び
検
事
長
が
年
齢
六
十
三
年
に
達
し
た
と
き
は
、
年
齢
が
六
十
三
年
に
達
し
た
日
の
翌
日

に
検
事
に
任
命
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
九
条
及
び
第
三
十
条
を
削
る
。

第
三
十
一
条
中
「
互
に
」
を
「
互
い
に
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
九
条
と
し
、
第
三
十
二
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

第
三
十
二
条
の
二
中
「
こ
の
法
律
」
を
削
り
、
「
乃
至
第
二
十
条
」
を
「
か
ら
第
二
十
条
の
二
ま
で
」
に
、
「
乃
至
第
二

十
五
条
」
を
「
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
並
び
に
附
則
第
三
条
及
び
第
四
条
」
に
、
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）

附
則
第
十
三
条
」
を
「
附
則
第
四
条
」
に
、
「
基
い
て
」
を
「
基
づ
い
て
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
一
条
と
す
る
。

第
三
十
三
条
を
附
則
第
一
条
と
し
、
第
三
十
四
条
及
び
第
三
十
五
条
を
削
り
、
第
三
十
六
条
を
附
則
第
二
条
と
し
、
第
三

十
七
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
を
削
る
。

附
則
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
三
条

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
項
中
「
検
察
官
は
、
年
齢
が
六
十
五
年
」
と
あ
る
の
は
、
「
検
事
総
長
は
、
年
齢
が
六
十
五
年
に
達
し
た
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時
に
、
そ
の
他
の
検
察
官
は
、
年
齢
が
六
十
四
年
」
と
す
る
。

第
四
条

法
務
大
臣
は
、
当
分
の
間
、
検
察
官
（
検
事
総
長
を
除
く
。
）
が
年
齢
六
十
三
年
に
達
す
る
日
の
属
す
る
年
度
の

前
年
度
（
当
該
前
年
度
に
検
察
官
で
な
か
つ
た
者
そ
の
他
の
当
該
前
年
度
に
お
い
て
こ
の
条
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供

及
び
意
思
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
検
察
官
と
し
て
法
務
大
臣
が
定
め
る
準
則
で
定
め
る
検
察
官
に
あ
つ
て
は
、

当
該
準
則
で
定
め
る
期
間
）
に
お
い
て
、
当
該
検
察
官
に
対
し
、
法
務
大
臣
が
定
め
る
準
則
に
従
つ
て
、
国
家
公
務
員
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

号
）
に
よ
る
定
年
の
引
上
げ
に
伴
う
当
分
の
間
の
措
置
と
し
て

講
じ
ら
れ
る
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
附
則
第
五
条
及
び
第
六
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
年
齢
六
十
三
年
に
達
し
た
日
の
翌
日
以
後
の
当
該
検
察
官
の
俸
給
月
額
を
引
き
下
げ
る
給
与
に
関
す
る
特

例
措
置
及
び
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
附
則
第
十
二
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
の

規
定
に
よ
る
当
該
検
察
官
が
年
齢
六
十
三
年
に
達
し
た
日
か
ら
定
年
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
非
違
に
よ
る
こ
と

な
く
退
職
を
し
た
場
合
に
お
け
る
退
職
手
当
の
基
本
額
を
当
該
検
察
官
が
当
該
退
職
を
し
た
日
に
国
家
公
務
員
法
第
八
十

一
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
を
し
た
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
額
と
同
額
と
す
る
退
職
手
当
に
関
す
る

特
例
措
置
そ
の
他
の
当
該
検
察
官
が
年
齢
六
十
三
年
に
達
す
る
日
以
後
に
適
用
さ
れ
る
任
用
、
給
与
及
び
退
職
手
当
に
関
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す
る
措
置
の
内
容
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
同
日
の
翌
日
以
後
に
お
け
る
勤
務
の
意

思
を
確
認
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
第
九
条
」
を
「
附
則
第
三
条
」
に
改
め
る
。

第
五
条
を
附
則
第
一
条
と
し
、
第
六
条
及
び
第
七
条
を
削
る
。

第
八
条
中
「
の
如
何
な
る
」
を
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
の
い
か
な
る
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
二
条

と
し
、
第
九
条
を
附
則
第
三
条
と
し
、
第
十
条
を
附
則
第
四
条
と
す
る
。

附
則
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
五
条

検
事
及
び
副
検
事
の
俸
給
月
額
は
、
当
分
の
間
、
そ
の
者
の
年
齢
が
六
十
三
年
に
達
し
た
日
の
翌
日
以
後
、
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
の
受
け
る
号
に
応
じ
た
俸
給
月
額
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
額
に
、
五

十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円

に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
と
す
る
。
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２

検
察
庁
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
検
事
に
任
命
さ
れ
た
者
（
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
準
則
（
次
項
に

お
い
て
単
に
「
準
則
」
と
い
う
。
）
で
定
め
る
者
を
除
く
。
）
に
は
、
当
分
の
間
、
当
該
任
命
の
日
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
任
命
日
」
と
い
う
。
）
以
後
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
の
受
け
る
俸
給
月
額
の
ほ
か
、
任
命
日
の
前
日
に
そ

の
者
が
受
け
て
い
た
俸
給
月
額
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
と

任
命
日
に
同
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
の
受
け
る
俸
給
月
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額
を
俸
給
と
し
て
支
給
す
る
。

３

前
項
の
準
則
で
定
め
る
者
で
あ
つ
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
俸
給
を
支
給
さ
れ
る
者
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
者
に
は
、
当
分
の
間
、
そ
の
者
の
受
け
る
俸
給
月
額
の
ほ
か
、
準
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に

準
じ
て
算
出
し
た
額
を
俸
給
と
し
て
支
給
す
る
。

第
六
条

前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
検
察
官
に
対
す
る
検
察
庁
法
第
二
十
五
条
及
び
国
家
公
務
員
法
第
八
十
九

条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
検
察
庁
法
第
二
十
五
条
中
「
前
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
前
三
条
又
は
検
察
官
の

俸
給
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
附
則
第
五
条
第
一
項
」
と
、
同
項
中
「
伴
う
降
給
」
と
あ

る
の
は
「
伴
う
降
給
及
び
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
附
則
第
五
条
第
一
項
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の
規
定
に
よ
る
降
給
」
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
国
家
公
務
員
法
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
検
察
官
の
職
務
と
責
任
の
特
殊
性
に
基
づ
い
て
、
同

法
の
特
例
を
定
め
た
も
の
と
す
る
。

（
教
育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条

文
部
科
学
省
に
置
か
れ
る
研
究
施
設
で
政
令
で
定
め
る
も
の
（
次
条
及
び
第
三
十
五
条
に
お
い
て
「
研
究
施

設
」
と
い
う
。
）
の
職
員
の
う
ち
専
ら
研
究
又
は
教
育
に
従
事
す
る
者
（
以
下
こ
の
章
及
び
附
則
第
八
条
に
お
い
て
「
研

究
施
設
研
究
教
育
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
国
家
公
務
員
法
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法

の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
八
十
一
条
の
二
第
二
項

年
齢
六
十
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各

文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

号
に
掲
げ
る
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員

任
命
権
者
が

の
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
は
、
当
該
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各
号
に

第
八
十
一
条
の
五
第
一
項

で
当
該

で
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

及
び
第
三
項

り
任
命
権
者
が
定
め
る
期
間
を
も
つ
て
当

該

第
八
十
一
条
の
五
第
二
項

で
延
長
さ
れ
た

で
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

及
び
第
四
項

り
任
命
権
者
が
定
め
る
期
間
を
も
つ
て
延

長
さ
れ
た

第
八
十
一
条
の
六
第
一
項

定
年
に
達
し
た
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の

定
年
に
達
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を

三
月
三
十
一
日
又
は
第
五
十
五
条
第
一
項

超
え
な
い
範
囲
内
で
文
部
科
学
省
令
で
定

に
規
定
す
る
任
命
権
者
若
し
く
は
法
律
で

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
任
命
権
者
が
あ
ら
か

別
に
定
め
ら
れ
た
任
命
権
者
が
あ
ら
か
じ

じ
め
指
定
す
る
日

め
指
定
す
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日

第
八
十
一
条
の
六
第
二
項

年
齢
六
十
五
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の

文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
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職
務
と
責
任
に
特
殊
性
が
あ
る
こ
と
又
は

任
命
権
者
が
定
め
る

欠
員
の
補
充
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
よ
り

定
年
を
年
齢
六
十
五
年
と
す
る
こ
と
が
著

し
く
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
官
職
を
占
め

る
医
師
及
び
歯
科
医
師
そ
の
他
の
職
員
と

し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
の
定
年

は
、
六
十
五
年
を
超
え
七
十
年
を
超
え
な

い
範
囲
内
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
年
齢

と
す
る

第
八
十
一
条
の
七
第
一
項

期
限
を
定
め

文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

任
命
権
者
が
定
め
る
期
限
を
も
つ
て

第
八
十
一
条
の
七
第
二
項

範
囲
内
で

範
囲
内
で
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
任
命
権
者
が
定
め
る
期
間
を
も
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つ
て

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
任
命
権
者
が
研

究
施
設
研
究
教
育
職
員
の
定
年
を
定
め
る
場
合
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
採
用
、
昇
任
、
降
任
及
び
転
任
に
係
る
特
例
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
。

一

国
家
公
務
員
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
研
究
施
設
研
究
教
育
職
員
へ
の
採
用
並
び
に
同
条
第
二
項
に

規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
で
あ
る
研
究
施
設
研
究
教
育
職
員
の
昇
任
、
降
任
及
び
転
任

二

国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
七
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
て
い
る
研
究
施
設
研
究
教
育
職
員
の

昇
任
、
降
任
及
び
転
任

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
研
究
施
設
研
究
教
育
職
員
に
関
す
る
特
例
）

第
八
条

研
究
施
設
研
究
教
育
職
員
に
対
す
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
第

二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

国
家
公
務
員

附
則
第
八

第
八
十
一
条
の
六
第
二
項

第
八
十
一
条
の
六
第
二
項
（
教
育
公
務
員
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法

条
第
一
項

特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
）

第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
除
く
。
）

同
項
中

第
八
十
一
条
の
六
第
二
項
中

附
則
第
九

年
齢
六
十
年
（
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職

令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
の
施

条

員
に
相
当
す
る
職
員
と
し
て
人
事
院
規
則

行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
令
和
三
年
国
家

で
定
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
同
号
に
定
め

公
務
員
法
等
改
正
法
第
六
条
の
規
定
に
よ

る
年
齢
と
し
、
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
職

る
改
正
前
の
教
育
公
務
員
特
例
法
第
三
十

員
に
相
当
す
る
職
員
の
う
ち
人
事
院
規
則

一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

で
定
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
同
号
に
定
め

適
用
す
る
令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改

る
年
齢
と
す
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

正
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第

同
じ
。
）

八
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
任

命
権
者
が
定
め
て
い
た
年
齢
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年
齢
六
十
年
に

当
該
年
齢
に

一
般
職
の
職

附
則
第
八

六
十
歳
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
に
あ

国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

員
の
給
与
に

項

つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
年
齢
）

律
（
令
和
三
年
法
律
第

号
。
以
下

関
す
る
法
律

こ
の
項
に
お
い
て
「
令
和
三
年
国
家
公
務

（
昭
和
二
十

員
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の

五
年
法
律
第

日
の
前
日
に
お
い
て
令
和
三
年
国
家
公
務

九
十
五
号
）

員
法
等
改
正
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
前
の
教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十

四
年
法
律
第
一
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
令

和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
第
一
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
法

第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
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任
命
権
者
が
定
め
て
い
た
年
齢

国
家
公
務
員

附
則
第
十

六
十
歳
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ

国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

退
職
手
当
法

二
項

て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
年
齢
）

律
（
令
和
三
年
法
律
第

号
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
令
和
三
年
国
家
公
務

員
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の

日
の
前
日
に
お
い
て
令
和
三
年
国
家
公
務

員
法
等
改
正
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
前
の
教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十

四
年
法
律
第
一
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
令

和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
第
一
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
法

第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
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任
命
権
者
が
定
め
て
い
た
年
齢
（
次
項
に

お
い
て
「
改
正
前
定
年
」
と
い
う
。
）

同
項
又
は
同
条
第
二
項

第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項

附
則
第
十

六
十
歳
（
前
項
各
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ

改
正
前
定
年

三
項

て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
年
齢
）

同
条
第
一
項
又
は
第
二
項

同
項
又
は
同
条
第
二
項

附
則
第
十

定
年
（
附
則
第
十
二
項
各
号
及
び
第
十
四

教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

六
項

項
各
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
（
国
家
公

律
第
一
号
）
附
則
第
八
条
の
規
定
に
よ
り

務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令

読
み
替
え
て
適
用
す
る
附
則
第
十
二
項
に

和
三
年
法
律
第

号
）
第
一
条
の
規

規
定
す
る
改
正
前
定
年

定
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
法
第
八

十
一
条
の
二
第
二
項
本
文
（
裁
判
所
職
員

臨
時
措
置
法
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
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含
む
。
）
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
で
あ

つ
て
附
則
第
十
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職

員
に
該
当
す
る
職
員
及
び
国
家
公
務
員
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
八
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
自
衛
隊
法
第
四
十
四

条
の
二
第
二
項
本
文
の
適
用
を
受
け
て
い

た
者
で
あ
つ
て
附
則
第
十
四
項
第
九
号
に

掲
げ
る
隊
員
に
該
当
す
る
隊
員
を
含
む
。

）
に
あ
つ
て
は
六
十
歳
と
し
、
附
則
第
十

二
項
各
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
当
該

各
号
に
定
め
る
年
齢
と
し
、
附
則
第
十
四

項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
員
及
び
同
項
第
八

号
に
掲
げ
る
隊
員
に
あ
つ
て
は
六
十
五
歳
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と
し
、
同
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
職
員
に

あ
つ
て
は
内
閣
官
房
令
で
定
め
る
年
齢
と

す
る
。
）

（
警
察
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
二
項
中
「
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
六
十
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
の
三
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
第
五
十
六
条
の
三
」
を
「
第
五
十
六
条
の
五
」
に
、
「
以
下
単
に
」
を

「
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
六
項
第
六
号
に
お
い
て
単
に
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
六
条
の
五
と
す
る
。

第
五
十
六
条
の
二
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
地
方
警
務
官
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
法
第
百
六
条
の
二
の
規

定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
五
十
六
条
の
二
を
第
五
十
六
条
の
三
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
見
出
し
及
び
一
条
を
加
え
る
。

（
特
定
地
方
警
務
官
に
係
る
地
方
公
務
員
法
の
特
例
）



- 84 -

第
五
十
六
条
の
四

警
視
総
監
又
は
道
府
県
警
察
本
部
長
は
、
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
管
理

監
督
職
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
管
理
監
督
職
」
と
い
う
。
）
を
占
め
る
特
定
地
方
警
務
官
で
そ
の
占
め
る
管
理

監
督
職
に
係
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
達
し
て
い
る
特
定
地
方
警
務
官
に
つ
い
て
、
国

家
公
安
委
員
会
の
同
意
を
得
て
、
同
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
異
動
期
間
（
第
五
十
六
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
単
に
「
異
動
期
間
」
と
い
う
。
）
に
、
当
該
特
定
地
方
警
務
官
と
し
て
の
在
職
に
引
き
続
き
、
そ
の
属
す

る
都
道
府
県
警
察
の
警
視
以
下
の
階
級
に
あ
る
警
察
官
に
任
命
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
異
動
期
間
に
、
同
法
の
他

の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
地
方
警
務
官
に
つ
い
て
同
法
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
他
の
官
職
へ
の
昇
任
、
降

任
若
し
く
は
転
任
を
さ
れ
た
場
合
又
は
同
法
第
八
十
一
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
地
方
警
務
官
を
管
理
監

督
職
を
占
め
た
ま
ま
引
き
続
き
勤
務
さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
任
命
を
行
う
に
当
た
つ
て
警
視
総
監
又
は
道
府
県
警
察
本
部
長
が
遵
守
す
べ
き
基
準
に
関
す

る
事
項
そ
の
他
の
当
該
任
命
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
条
例
で
定
め
る
。

第
五
十
六
条
の
次
に
次
の
見
出
し
及
び
一
条
を
加
え
る
。
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（
地
方
警
務
官
等
に
係
る
国
家
公
務
員
法
の
特
例
）

第
五
十
六
条
の
二

前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
退
職
時
に
特
定
地
方
警
務
官
（
地
方
警
務
官
の
う
ち
、
そ
の
属

す
る
都
道
府
県
警
察
に
お
い
て
巡
査
の
階
級
か
ら
順
次
警
視
の
階
級
ま
で
昇
任
し
、
引
き
続
き
地
方
警
務
官
と
な
つ
た
者

及
び
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
つ
た
者
に
つ
い
て

は
、
国
家
公
務
員
法
第
六
十
条
の
二
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２

特
定
地
方
警
務
官
は
、
第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
任
命
の
時
に
一
般
職
の

国
家
公
務
員
を
退
職
す
る
。

３

特
定
地
方
警
務
官
に
対
す
る
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
二
及
び
第
八
十
一
条
の
七
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
法
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
異
動
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
職
員
が
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律

第
百
六
十
二
号
）
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
警
務
官
で
あ
る
場
合
又
は
異
動
期
間
」
と
、
「
又
は

」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
」
と
、
同
法
第
八
十
一
条
の
七
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
た
だ
し
、
」
と
あ
る
の
は
「
た
だ
し

、
警
察
法
第
五
十
六
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
」
と
す
る
。

４

第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
者
に
対
す
る
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
三
の
規
定
の
適
用
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に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
（
他
の
官
職
へ
の
降
任
等
」
と
あ
る
の
は
「
（
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号

）
第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
任
命
」
と
、
「
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
者
」
と
、
「
当
該
他
の
官
職
へ
の
降

任
等
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
任
命
」
と
す
る
。

５

国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
五
の
規
定
は
、
特
定
地
方
警
務
官
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条

第
一
項
中
「
他
の
官
職
へ
の
降
任
等
を
」
と
あ
る
の
は
「
警
視
総
監
又
は
道
府
県
警
察
本
部
長
が
警
察
法
第
五
十
六
条
の

四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
任
命
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
特
定
任
命
」
と
い
う
。
）
を
」
と
、
同
項
各
号

中
「
他
の
官
職
へ
の
降
任
等
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
任
命
に
伴
う
退
職
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
他
の
官
職
へ
の
降
任
等

を
」
と
あ
る
の
は
「
警
視
総
監
又
は
道
府
県
警
察
本
部
長
が
特
定
任
命
を
」
と
、
「
他
の
官
職
へ
の
降
任
等
に
」
と
あ
る

の
は
「
特
定
任
命
に
伴
う
退
職
に
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附
則
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

（
国
家
公
務
員
法
附
則
第
九
条
の
規
定
の
適
用
の
特
例
）

特
定
地
方
警
務
官
に
対
す
る
国
家
公
務
員
法
附
則
第
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
任
命
権
者
」
と
あ

38
る
の
は
「
警
視
総
監
又
は
道
府
県
警
察
本
部
長
」
と
、
「
対
し
、
人
事
院
規
則
」
と
あ
る
の
は
「
対
し
、
条
例
」
と
す
る
。
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（
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
附
則
第
九
項
の
規
定
の
適
用
の
特
例
）

特
定
地
方
警
務
官
に
対
す
る
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
附
則
第
九

39
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
国
家
公
務
員
法
」
と
あ
る
の
は
「
警
察

法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
五
十
六
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
国
家
公
務
員
法

」
と
、
「
（
同
法
」
と
あ
る
の
は
「
（
警
察
法
第
五
十
六
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
国
家
公
務
員

法
」
と
す
る
。

（
自
衛
隊
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
四
十
一
条
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
（
非
常
勤
の
隊
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
、
第
三
十
五
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三

十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
中
「
第
三
十
一
条
の
六
」
の
下
に
「
、
第
四
十
一
条
の
二
」
を
加
え
、
「
、
第
四
十
四
条
の
三

及
び
第
四
十
四
条
の
五
」
を
「
か
ら
第
四
十
四
条
の
七
ま
で
及
び
附
則
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
転
任
又
は
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降
任
」
を
「
降
任
又
は
転
任
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
の
四
第
一
項
中
「
転
任
及
び
降
任
」
を
「
降
任
及
び
転
任
」
に
、
「
並
び
に
」
を
「
（
第
四
十
四
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
降
任
及
び
転
任
を
除
く
。
）
並
び
に
」
に
、
「
以
下
こ
の
条
」
を
「
次
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
同

条
第
四
項
中
「
転
任
、
降
任
」
を
「
降
任
、
転
任
」
に
改
め
、
「
免
職
（
」
の
下
に
「
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
降
任
及
び
転
任
を
除
く
。
」
を
加
え
る
。

第
三
十
四
条
中
「
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
、
第
四
十
四
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
」
に
、
「
同

章
」
を
「
こ
の
章
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
の
見
出
し
を
「
（
条
件
付
採
用
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
す
べ
て
条
件
附
」
を
「
隊
員
で
あ
つ
た
者

又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
の
う
ち
、
政
令
で
定
め
る
者
を
採
用
す
る
場
合
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
条
件
付
」
に

、
「
そ
の
隊
員
が
」
を
「
隊
員
が
、
」
に
、
「
を
下
ら
な
い
期
間
」
を
「
の
期
間
（
六
月
の
期
間
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
な

い
と
認
め
ら
れ
る
隊
員
と
し
て
防
衛
省
令
で
定
め
る
隊
員
に
あ
つ
て
は
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
期
間
）
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
「
条
件
附
採
用
に
」
を
「
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
条
件
付
採
用
に
」
に
改
め
、
「
及
び
条
件
附
採
用
期
間
で

あ
つ
て
六
月
を
こ
え
る
期
間
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
」
を
削
る
。
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第
五
章
第
二
節
中
第
四
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
の
任
用
）

第
四
十
一
条
の
二

任
命
権
者
は
、
年
齢
六
十
年
に
達
し
た
日
以
後
に
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
退
職
（
臨
時
的
に
任
用
さ

れ
た
隊
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
た
隊
員
及
び
非
常
勤
の
隊
員
が
退
職
す
る
場
合
を
除
く
。
）

を
し
た
隊
員
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
「
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
」
と
い
う
。
）
又
は
年
齢

六
十
年
に
達
し
た
日
以
後
に
国
家
公
務
員
法
の
規
定
に
よ
り
退
職
（
同
法
第
八
十
一
条
の
六
第
三
項
に
規
定
す
る
職
員
及

び
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
警
務
官
が
退
職
す

る
場
合
を
除
く
。
）
を
し
た
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
国
家
公
務
員
法
に
よ
る
年
齢
六
十
年
以
上
退
職

者
」
と
い
う
。
）
を
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く
選

考
に
よ
り
、
短
時
間
勤
務
の
官
職
（
当
該
官
職
を
占
め
る
隊
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
が
、
常
時
勤
務
を

要
す
る
官
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
官
職
と
同
種
の
官
職
を
占
め
る
隊
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務

時
間
に
比
し
短
い
時
間
で
あ
る
官
職
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与

等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
。
以
下
「
防
衛
省
職
員
給
与
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
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項
の
規
定
に
よ
り
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
別
表
第
十
一
指
定
職
俸

給
表
の
適
用
を
受
け
る
隊
員
が
占
め
る
官
職
（
以
下
「
指
定
職
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
又
は
国
家
公
務
員
法
に
よ
る
年
齢
六

十
年
以
上
退
職
者
が
こ
れ
ら
の
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
係
る
定
年
退
職
日
相
当
日
（
短
時
間
勤

務
の
官
職
を
占
め
る
隊
員
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
官
職
と
同
種
の
官
職
を
占

め
て
い
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
第
四
十
四
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
を
い
う
。
次
項
及
び
第
三
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
経
過
し
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
隊
員
（
次
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
」
と
い
う

。
）
の
任
期
は
、
採
用
の
日
か
ら
定
年
退
職
日
相
当
日
ま
で
と
す
る
。

３

任
命
権
者
は
、
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
又
は
国
家
公
務
員
法
に
よ
る
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
の
う
ち
こ
れ
ら
の
者

を
採
用
し
よ
う
と
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
係
る
定
年
退
職
日
相
当
日
を
経
過
し
て
い
な
い
者
以
外
の
者
を
当
該
短
時

間
勤
務
の
官
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
の
う
ち
当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤

務
隊
員
を
昇
任
し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
し
よ
う
と
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
係
る
定
年
退
職
日
相
当
日
を
経
過
し
て
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い
な
い
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
以
外
の
隊
員
を
当
該
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
昇
任
し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

４

任
命
権
者
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
を
、
指
定
職
又
は
指
定
職
以
外
の
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
に
昇
任

し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
十
二
条
中
「
及
び
」
を
「
、
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
又
は
第
四
十
四
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
降
任
さ
れ
る

場
合
及
び
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
の
四
の
前
の
見
出
し
並
び
に
同
条
及
び
第
四
十
四
条
の
五
を
削
る
。

第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
中
「
当
該
隊
員
の
職
務
の
特
殊
性
又
は
当
該
隊
員
の
職
務
の
遂
行
上
の
特
別
の
事
情
か
ら
み
て

そ
の
退
職
が
自
衛
隊
の
任
務
の
遂
行
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
と
認
め
ら
れ
る
十
分
な
理
由
が
あ
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
事

由
が
あ
る
と
認
め
る
」
に
、
「
そ
の
職
務
」
を
「
当
該
定
年
退
職
日
に
お
い
て
従
事
し
て
い
る
職
務
」
に
、
「
引
き
続
い
て

」
を
「
、
引
き
続
き
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
及
び
各
号
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
第
四
十
四
条
の
五
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ

た
期
間
を
含
む
。
）
を
延
長
し
た
隊
員
で
あ
つ
て
、
定
年
退
職
日
に
お
い
て
管
理
監
督
職
を
占
め
て
い
る
隊
員
に
つ
い
て
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は
、
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
定
年
退
職
日
ま
で
当
該
異
動
期
間
を
延
長
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
引

き
続
き
勤
務
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
防
衛
大
臣
の
定
め
る
場
合
に
限
る
も
の
と
し
、
当
該
期
限
は
、
当
該
隊
員
が
占
め
て

い
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
す
べ
き
こ
と
と
な
る
隊
員
の
職
務
の
遂
行
上
の
特
別
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
当
該

隊
員
の
退
職
に
よ
り
自
衛
隊
の
任
務
の
遂
行
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
と
認
め
ら
れ
る
事
由
と
し
て
政
令
で
定
め
る
事

由
二

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
す
べ
き
こ
と
と
な
る
隊
員
の
職
務
の
特
殊
性
を
勘
案
し
て
、
当
該
隊
員
の
退
職
に

よ
り
、
当
該
隊
員
が
占
め
る
官
職
の
欠
員
の
補
充
が
困
難
と
な
る
こ
と
に
よ
り
自
衛
隊
の
任
務
の
遂
行
に
著
し
い
支
障

を
及
ぼ
す
と
認
め
ら
れ
る
事
由
と
し
て
政
令
で
定
め
る
事
由

第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
中
「
前
項
の
事
由
」
を
「
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
」
に
、
「
存
す
る
と
認
め
ら
れ
る
十
分
な

理
由
が
あ
る
」
を
「
あ
る
と
認
め
る
」
に
改
め
、
「
と
こ
ろ
に
よ
り
、
」
の
下
に
「
こ
れ
ら
の
期
限
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

」
を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
そ
の
」
を
「
当
該
」
に
改
め
、
「
定
年
退
職
日
」
の
下
に
「
（
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す

る
隊
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
隊
員
が
占
め
て
い
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
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を
加
え
る
。

３

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
勤
務
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
四
十
四
条
の
三
を
第
四
十
四
条
の
七
と
す
る
。

第
四
十
四
条
の
二
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
次
条
及
び
第
四
十
四
条
の
四
」
を
「
次
条
第
一
項
及
び
第

二
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
定
年
は
、
年
齢
六
十
五
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
職
務
と
責
任
に
特
殊
性
が
あ
る
こ
と
又
は
欠
員
の
補
充
が

困
難
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
定
年
を
年
齢
六
十
五
年
と
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
官
職
を
占
め
る
隊
員
と

し
て
政
令
で
定
め
る
隊
員
の
定
年
は
、
六
十
五
年
を
超
え
七
十
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
年
齢
と
す
る
。

第
四
十
四
条
の
二
を
第
四
十
四
条
の
六
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
自
衛
官
以
外
の
隊
員
の
定
年
及
び
定
年

に
よ
る
退
職
の
特
例
）
」
を
付
す
る
。

第
四
十
四
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
よ
る
降
任
等
）

第
四
十
四
条
の
二

任
命
権
者
は
、
管
理
監
督
職
（
防
衛
省
職
員
給
与
法
第
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
官
職
及
び
こ
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れ
に
準
ず
る
官
職
と
し
て
政
令
で
定
め
る
官
職
並
び
に
指
定
職
（
こ
れ
ら
の
官
職
の
う
ち
、
病
院
等
に
勤
務
す
る
医
師
及

び
歯
科
医
師
が
占
め
る
官
職
そ
の
他
の
そ
の
職
務
と
責
任
に
特
殊
性
が
あ
る
こ
と
又
は
欠
員
の
補
充
が
困
難
で
あ
る
こ
と

に
よ
り
こ
の
条
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
官
職
と
し
て
政
令
で
定
め
る
官
職
を
除
く
。

）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
占
め
る
隊
員
で
そ
の
占
め
る
管
理
監
督
職
に
係
る
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
達
し
て

い
る
隊
員
に
つ
い
て
、
異
動
期
間
（
当
該
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
達
し
た
日
の
翌
日
か
ら
同
日
以
後
に
お
け
る
最

初
の
四
月
一
日
ま
で
の
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
第
四
十
四
条
の
五
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
延
長

さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
、
管
理
監
督
職
以
外
の
官
職
又
は
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年

齢
が
当
該
隊
員
の
年
齢
を
超
え
る
管
理
監
督
職
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
官
職
を
「
他
の
官
職
」

と
い
う
。
）
へ
の
降
任
又
は
転
任
（
俸
給
月
額
の
引
下
げ
を
伴
う
転
任
に
限
る
。
）
を
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
異

動
期
間
に
、
こ
の
法
律
の
他
の
規
定
に
よ
り
当
該
隊
員
に
つ
い
て
他
の
官
職
へ
の
昇
任
、
降
任
若
し
く
は
転
任
を
し
た
場

合
又
は
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
隊
員
を
管
理
監
督
職
を
占
め
た
ま
ま
引
き
続
き
勤
務
さ
せ
る
こ
と

と
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
は
、
年
齢
六
十
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
管
理
監
督
職
を
占
め
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る
隊
員
の
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
年
齢
と
す
る
。

一

防
衛
省
の
事
務
次
官
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
管
理
監
督
職
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
管
理
監
督
職

年
齢
六
十
二
年

二

前
号
に
掲
げ
る
管
理
監
督
職
の
ほ
か
、
そ
の
職
務
と
責
任
に
特
殊
性
が
あ
る
こ
と
又
は
欠
員
の
補
充
が
困
難
で
あ
る

こ
と
に
よ
り
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
を
年
齢
六
十
年
と
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
管
理
監
督
職

と
し
て
政
令
で
定
め
る
管
理
監
督
職

六
十
年
を
超
え
六
十
四
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
年
齢

３

第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
他
の
官
職
へ
の
降
任
又
は
転
任
（
以
下
「
他
の
官
職
へ
の
降
任
等
」
と
い
う
。
）
を
行
う

に
当
た
つ
て
任
命
権
者
が
遵
守
す
べ
き
基
準
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
他
の
官
職
へ
の
降
任
等
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

政
令
で
定
め
る
。

（
管
理
監
督
職
へ
の
任
用
の
制
限
）

第
四
十
四
条
の
三

任
命
権
者
は
、
採
用
し
、
昇
任
し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
し
よ
う
と
す
る
管
理
監
督
職
に
係
る
管
理
監

督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
達
し
て
い
る
者
を
、
そ
の
者
が
当
該
管
理
監
督
職
を
占
め
て
い
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
異

動
期
間
の
末
日
の
翌
日
（
他
の
官
職
へ
の
降
任
等
を
さ
れ
た
隊
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
他
の
官
職
へ
の
降
任
等
を
さ
れ
た

日
）
以
後
、
当
該
管
理
監
督
職
に
採
用
し
、
昇
任
し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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（
適
用
除
外
）

第
四
十
四
条
の
四

前
二
条
の
規
定
は
、
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
た
隊
員
及
び
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
た
隊
員

に
は
適
用
し
な
い
。

（
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
よ
る
降
任
等
及
び
管
理
監
督
職
へ
の
任
用
の
制
限
の
特
例
）

第
四
十
四
条
の
五

任
命
権
者
は
、
他
の
官
職
へ
の
降
任
等
を
す
べ
き
管
理
監
督
職
を
占
め
る
隊
員
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ

る
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
隊
員
が
占
め
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
（
当
該
期
間
内
に
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
が
あ
る
隊
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
異

動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
同
項
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
ま
で
の
期
間
内
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
当
該
異
動

期
間
を
延
長
し
、
引
き
続
き
当
該
管
理
監
督
職
を
占
め
る
隊
員
に
、
当
該
管
理
監
督
職
を
占
め
た
ま
ま
勤
務
を
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

一

当
該
隊
員
の
職
務
の
遂
行
上
の
特
別
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
当
該
隊
員
の
他
の
官
職
へ
の
降
任
等
に
よ
り
自
衛
隊
の

任
務
の
遂
行
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
と
認
め
ら
れ
る
事
由
と
し
て
政
令
で
定
め
る
事
由

二

当
該
隊
員
の
職
務
の
特
殊
性
を
勘
案
し
て
、
当
該
隊
員
の
他
の
官
職
へ
の
降
任
等
に
よ
り
、
当
該
管
理
監
督
職
の
欠
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員
の
補
充
が
困
難
と
な
る
こ
と
に
よ
り
自
衛
隊
の
任
務
の
遂
行
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
と
認
め
ら
れ
る
事
由
と
し
て

政
令
で
定
め
る
事
由

２

任
命
権
者
は
、
前
項
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）

が
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職
を
占
め
る
隊
員
に
つ
い
て
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
引
き
続
き
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

、
防
衛
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い

期
間
内
（
当
該
期
間
内
に
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
が
あ
る
隊
員
に
あ
つ
て
は
、
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動
期

間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
同
項
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
ま
で
の
期
間
内
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
延
長
さ
れ
た
当

該
異
動
期
間
を
更
に
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
更
に
延
長
さ
れ
る
当
該
異
動
期
間
の
末
日
は
、
当
該
隊
員
が

占
め
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

任
命
権
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
除
き
、
他
の
官
職
へ
の
降
任
等

を
す
べ
き
特
定
管
理
監
督
職
群
（
職
務
の
内
容
が
相
互
に
類
似
す
る
複
数
の
管
理
監
督
職
（
指
定
職
を
除
く
。
以
下
こ
の

項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
欠
員
を
容
易
に
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
年
齢
別
構
成
そ
の

他
の
特
別
の
事
情
が
あ
る
管
理
監
督
職
と
し
て
政
令
で
定
め
る
管
理
監
督
職
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
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に
属
す
る
管
理
監
督
職
を
占
め
る
隊
員
に
つ
い
て
、
当
該
隊
員
の
他
の
官
職
へ
の
降
任
等
に
よ
り
、
当
該
特
定
管
理
監
督

職
群
に
属
す
る
管
理
監
督
職
の
欠
員
の
補
充
が
困
難
と
な
る
こ
と
に
よ
り
自
衛
隊
の
任
務
の
遂
行
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ

す
と
認
め
ら
れ
る
事
由
と
し
て
政
令
で
定
め
る
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
隊
員
が
占
め
る
管
理
監
督
職
に
係

る
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
で
当
該
異
動
期
間
を
延
長
し
、
引
き
続
き
当
該
管

理
監
督
職
を
占
め
て
い
る
隊
員
に
当
該
管
理
監
督
職
を
占
め
た
ま
ま
勤
務
を
さ
せ
、
又
は
当
該
隊
員
を
当
該
管
理
監
督
職

が
属
す
る
特
定
管
理
監
督
職
群
の
他
の
管
理
監
督
職
に
降
任
し
、
若
し
く
は
転
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

任
命
権
者
は
、
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含

む
。
）
が
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職
を
占
め
る
隊
員
に
つ
い
て
前
項
に
規
定
す
る
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
（
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動
期
間
を
更
に
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
を
除
く
。
）
、
又
は
前
項
若
し
く
は

こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
（
前
三
項
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）
が
延
長
さ
れ
た

管
理
監
督
職
を
占
め
る
隊
員
に
つ
い
て
前
項
に
規
定
す
る
事
由
が
引
き
続
き
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
防
衛
大
臣
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
で
延
長
さ
れ

た
当
該
異
動
期
間
を
更
に
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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５

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
異
動
期
間
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含

む
。
）
の
延
長
及
び
当
該
延
長
に
係
る
隊
員
の
降
任
又
は
転
任
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
四
十
六
条
第
一
項
中
「
こ
れ
に
対
し
」
を
「
当
該
隊
員
に
対
し
、
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
こ
れ
に
対
し
」
を
「

当
該
隊
員
に
対
し
、
」
に
、
「
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
、
第
四
十
四
条
の
五
第
一
項
又
は
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
」
を

「
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
」
に
、
「
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
者

」
を
「
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
と
な
つ
た
日
若
し
く
は
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者
若
し
く
は
同
条

第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
退
職
し
た
者
」
に
、
「
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
、
第
四
十
四
条
の

五
第
一
項
若
し
く
は
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
前
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
五
条
の
二
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
六
十
年
」
を
「
六
十
五
年
」
に
改
め
、
「
自
衛
官
」
の
下
に
「
（
防
衛
省
職
員

給
与
法
別
表
第
二
の
陸
将
、
海
将
及
び
空
将
の
欄
並
び
に
陸
将
補
、
海
将
補
及
び
空
将
補
の
㈠
欄
又
は
㈡
欄
の
適
用
を
受
け

る
自
衛
官
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
号
ハ
中
「
六
十
年
」
を
「
六
十
五
年
」
に
改
め
、
「
も
の
」
の
下
に
「
（
定
年
に
達

し
た
日
の
翌
日
に
防
衛
省
職
員
給
与
法
別
表
第
二
の
陸
将
、
海
将
及
び
空
将
の
欄
並
び
に
陸
将
補
、
海
将
補
及
び
空
将
補
の

㈠
欄
又
は
㈡
欄
の
適
用
を
受
け
る
自
衛
官
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。
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第
百
十
六
条
の
二
第
一
項
中
「
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
」

を
「
防
衛
省
職
員
給
与
法
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
附
近
」
を
「
付
近
」
に
、
「
前
項
の
」
を
「
同
項
の
規
定
の
」
に

改
め
る
。

附
則
第
六
項
中
「
平
成
三
十
五
年
五
月
十
六
日
」
を
「
令
和
五
年
五
月
十
六
日
」
に
改
め
る
。

附
則
中
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
を
削
り
、
第
十
項
を
第
七
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

８

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
四
十
四
条
の
六
第
二
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
同
項
中
「
六
十
五
年
」
と
あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の

中
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
七
十
年
」
と
あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

六
十
一
年

六
十
六
年

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

六
十
二
年

六
十
七
年

令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

六
十
三
年

六
十
八
年

令
和
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

六
十
四
年

六
十
九
年

９

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
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律
（
令
和
三
年
法
律
第

号
。
以
下
「
令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
隊
員
に
相
当
す
る
隊
員
と
し
て
政
令
で
定
め
る
隊
員
に
対
す
る
第

四
十
四
条
の
六
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

字
句
と
す
る
。

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一

六
十
五
年
を
超
え
七
十
年
を
超
え
な
い

年
齢
六
十
六
年

日
ま
で

範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
年
齢

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一

七
十
年

六
十
七
年

日
ま
で

令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十

七
十
年

六
十
八
年

一
日
ま
で

令
和
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三

七
十
年

六
十
九
年

十
一
日
ま
で
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令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
第
八

10
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
隊
員
に
相
当
す
る
隊
員
と
し
て
政
令
で
定
め
る

隊
員
に
対
す
る
第
四
十
四
条
の
六
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
八
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
同
条
第
二
項
中
「
六
十
五
年
」
と
あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る

字
句
と
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
七
十
年
」
と
あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

六
十
三
年

六
十
六
年

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

六
十
三
年

六
十
七
年

令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

六
十
三
年

六
十
八
年

令
和
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

六
十
四
年

六
十
九
年

附
則
中
第
十
五
項
を
第
十
九
項
と
し
、
第
十
四
項
を
第
十
八
項
と
す
る
。

附
則
第
十
三
項
中
「
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
防
衛
省
職
員
給
与
法
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第

十
七
項
と
し
、
附
則
第
十
二
項
を
附
則
第
十
六
項
と
す
る
。

附
則
第
十
一
項
中
「
な
お
、
」
を
「
な
お
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
十
五
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。
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令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
第
八
条

11
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
隊
員
に
相
当
す
る
隊
員
と
し
て
政
令
で
定
め
る
隊

員
に
対
す
る
第
四
十
四
条
の
六
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
八
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
二

項
中
「
、
年
齢
六
十
五
年
」
と
あ
る
の
は
「
、
六
十
年
を
超
え
六
十
五
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
年
齢
」

と
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
六
十
五
年
を
超
え
七
十
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
年
齢
」
と
あ
る
の
は
「
年
齢

六
十
六
年
」
と
す
る
。

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
前
項
に
規
定
す
る
隊
員
に
対
す
る
第
四
十

12
四
条
の
六
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
八
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間

の
区
分
に
応
じ
、
同
条
第
二
項
中
「
、
年
齢
六
十
五
年
」
と
あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
、
同
項

た
だ
し
書
中
「
七
十
年
」
と
あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一

、
六
十
一
年
を
超
え
六
十
五
年
を
超
え

六
十
七
年

日
ま
で

な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
年
齢

令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十

、
六
十
二
年
を
超
え
六
十
五
年
を
超
え

六
十
八
年
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一
日
ま
で

な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
年
齢

令
和
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三

、
六
十
三
年
を
超
え
六
十
五
年
を
超
え

六
十
九
年

十
一
日
ま
で

な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
年
齢

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
六
十
五
条
の
二
第
二
項
第
一
号
イ
及
び

13
ハ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
同
号
イ
及
び
ハ
中
「
六
十
五
年
」
と

あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

六
十
一
年

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

六
十
二
年

令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

六
十
三
年

令
和
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

六
十
四
年

任
命
権
者
は
、
当
分
の
間
、
隊
員
（
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
た
隊
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
た

14
隊
員
及
び
非
常
勤
の
隊
員
並
び
に
令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
四
十
四
条
の

二
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
隊
員
に
相
当
す
る
隊
員
と
し
て
政
令
で
定
め
る
隊
員
及
び
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
隊
員
に
相



- 105 -

当
す
る
隊
員
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
隊
員
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
隊
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
年

齢
六
十
年
（
同
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
隊
員
に
相
当
す
る
隊
員
と
し
て
政
令
で
定
め
る
隊
員
に
あ
つ
て
は
同
号
に
定

め
る
年
齢
と
し
、
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
隊
員
に
相
当
す
る
隊
員
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
隊
員
に
あ
つ
て
は
同
号
に
定
め

る
年
齢
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
達
す
る
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
当
該
前
年
度
に
隊
員
で
な

か
つ
た
者
そ
の
他
の
当
該
前
年
度
に
お
い
て
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
及
び
意
思
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
隊
員
と
し
て
政
令
で
定
め
る
隊
員
に
あ
つ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
期
間
）
に
お
い
て
、
当
該
隊
員
に
対
し
、
政
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
に
よ
る
定
年
の
引
上
げ
に
伴
う
当
分
の
間
の
措
置
と
し
て

講
じ
ら
れ
る
防
衛
省
職
員
給
与
法
附
則
第
五
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
及
び
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
る
年
齢
六
十
年
に
達
し

た
日
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
以
後
の
当
該
隊
員
の
俸
給
月
額
を
引
き
下
げ
る
給
与
に
関
す
る
特
例
措
置
及
び
国
家

公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
附
則
第
十
二
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
当
該

隊
員
が
年
齢
六
十
年
に
達
し
た
日
か
ら
定
年
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
非
違
に
よ
る
こ
と
な
く
退
職
を
し
た
場
合

に
お
け
る
退
職
手
当
の
基
本
額
を
当
該
隊
員
が
当
該
退
職
を
し
た
日
に
第
四
十
四
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
を

し
た
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
額
と
同
額
と
す
る
退
職
手
当
に
関
す
る
特
例
措
置
そ
の
他
の
当
該
隊
員
が
年
齢
六
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十
年
に
達
す
る
日
以
後
に
適
用
さ
れ
る
任
用
、
給
与
及
び
退
職
手
当
に
関
す
る
措
置
の
内
容
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
を
提

供
す
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
同
日
の
翌
日
以
後
に
お
け
る
勤
務
の
意
思
を
確
認
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
九
条

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
並
び
に
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
、
第
四
十
四
条
の
五
第
一
項
又
は
」
を
「
、
自
衛
隊
法

第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
並

び
に
同
法
」
に
、
「
（
次
条
」
を
「
（
次
条
第
二
項
」
に
、
「
。
以
下
「
」
を
「
。
第
九
条
及
び
別
表
第
二
に
お
い
て
「
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
八
条
第
二
項
」

を
「
第
九
条
」
に
改
め
る
。

第
八
条
及
び
第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
八
条

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
俸
給
月
額
は
、
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
る
俸
給
表
の
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤

務
職
員
の
欄
に
掲
げ
る
基
準
俸
給
月
額
の
う
ち
、
第
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
の
属
す
る
職
務
の
級
に
応
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じ
た
額
に
、
そ
の
者
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
を
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
国
家
公
務
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
三
条
第
一

項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
以
外
の
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
と
し
て
防
衛
省
令
で
定
め
る

も
の
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

第
九
条

再
任
用
職
員
の
俸
給
月
額
は
、
別
表
第
二
の
再
任
用
職
員
の
欄
に
掲
げ
る
俸
給
月
額
の
う
ち
、
そ
の
者
の
属
す
る

階
級
に
応
じ
た
額
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
又
は
」
を
「
、
又
は
」
に
、
「
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
、
第
四
十
四
条
の
五

第
一
項
若
し
く
は
」
を
「
即
日
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
な
つ
た
と
き
、
若
し
く
は
自
衛
隊
法
」
に
改
め
、
同
条

第
三
項
中
「
掲
げ
る
場
合
（
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
、
第
四
十
四
条
の
五
第
一
項
又
は
第
四
十
五
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
即
日
職
員
と
な
つ
た
場
合
を
除
く
。
）
」
を
「
掲
げ
る
場
合
」
に
、
「
離
職
し
た
場
合
（
自
衛
隊
法
第
四

十
四
条
の
四
第
一
項
、
第
四
十
四
条
の
五
第
一
項
又
は
」
を
「
離
職
し
た
場
合
（
即
日
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と

な
つ
た
場
合
及
び
自
衛
隊
法
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
同
項
」
を
「
同
条
第
三
項
中
「
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
と
し
、
自
衛
隊
法
第
四
十
五
条
の
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二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
百
分
の
百
二
十
七
・

五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
七
十
二
・
五
」
と
、
「
百
分
の
百
七
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六
十
二
・
五
」
と
、
「
百

分
の
六
十
七
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
三
十
五
」
と
す
る
」
と
、
同
条
第
五
項
」
に
、
「
第
十
九
条
の
七
第
二
項
第
一

号
ロ
及
び
第
二
号
ロ
」
を
「
第
十
九
条
の
七
第
二
項
各
号
中
「
の
う
ち
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
あ
る
の
は
「

の
う
ち
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
自
衛
隊
法
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
」
と

、
同
項
第
一
号
ロ
」
に
改
め
、
「
規
定
」
」
の
下
に
「
と
、
同
項
第
二
号
中
「
当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と

あ
る
の
は
「
当
該
職
員
」
と
、
「
百
分
の
四
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て
は
百
分

の
四
十
五
」
と
、
「
百
分
の
五
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
五
十
五
）
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
に
あ
つ

て
は
百
分
の
四
十
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
百
分
の
五
十
五
、
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第

二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
あ
つ
て
は
百
分
の
五
十
二
・
五
」
」
を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
の
二
第
五
項
中
「
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
、
第
四
十
四
条
の
五
第
一
項
又
は
」
を
「
定
年
前
再

任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
自
衛
隊
法
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
二
中
「
（
第
二
十
七
条
の
八
」
を
「
（
同
条
」
に
、
「
者
（
以
下
」
を
「
者
（
第
二
十
七
条
の
十
一
第
三
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項
及
び
第
二
十
七
条
の
十
四
第
一
項
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
本
文
」
を
「
第
四

十
四
条
の
六
第
二
項
本
文
」
に
改
め
、
「
。
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
条
及
び
第
二
十
七
条
の
十
四
第
一
項
に
お
い
て
」
を
加

え
、
同
条
第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

そ
の
者
の
事
情
に
よ
ら
な
い
で
若
年
定
年
に
達
す
る
ま
で
引
き
続
い
て
勤
務
す
る
こ
と
を
困
難
と
す
る
理
由
に
よ

り
退
職
し
た
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の

附
則
中
第
六
項
を
第
十
七
項
と
し
、
第
四
項
を
削
り
、
第
五
項
を
第
四
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
十
二
項
を
加
え
る
。

５

当
分
の
間
、
事
務
官
等
の
俸
給
月
額
は
、
そ
の
者
が
六
十
歳
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
官
等
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各

号
に
定
め
る
年
齢
）
に
達
し
た
日
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
（
附
則
第
七
項
に
お
い
て
「
特
定
日
」
と
い
う
。
）
以

後
、
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
る
俸
給
表
の
俸
給
月
額
の
う
ち
、
第
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
の
属
す
る
職
務

の
級
並
び
に
第
五
条
第
一
項
の
規
定
並
び
に
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
職
給
与
法
第
八
条
第
七
項
及
び
第
八

項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
の
受
け
る
号
俸
に
応
じ
た
額
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
額
に
、
五
十
円
未
満
の

端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ

る
も
の
と
す
る
。
）
と
す
る
。
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一

国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

号
）
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
自

衛
隊
法
（
次
号
及
び
次
項
第
二
号
に
お
い
て
「
令
和
五
年
旧
自
衛
隊
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
第
二

号
に
掲
げ
る
隊
員
に
相
当
す
る
事
務
官
等
と
し
て
政
令
で
定
め
る
事
務
官
等

六
十
三
歳

二

令
和
五
年
旧
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
隊
員
に
相
当
す
る
事
務
官
等
の
う
ち
、
政
令
で

定
め
る
事
務
官
等

六
十
歳
を
超
え
六
十
四
歳
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
年
齢

６

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
官
等
に
は
適
用
し
な
い
。

一

自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
六
第
三
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
隊
員
で
あ
る
事
務
官
等

二

令
和
五
年
旧
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
隊
員
に
相
当
す
る
事
務
官
等
と
し
て
政
令
で
定

め
る
事
務
官
等
及
び
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
隊
員
に
相
当
す
る
事
務
官
等
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
事
務
官
等

三

自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
異
動

期
間
（
同
法
第
四
十
四
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）
を
延
長
さ
れ
た
同

法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
管
理
監
督
職
を
占
め
る
事
務
官
等

四

自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
六
第
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
隊
員
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五

自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
て
い
る
事
務
官
等
（
同
法
第
四
十
四
条
の

六
第
一
項
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
に
お
い
て
前
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
て
い
た
事
務
官
等
を
除
く
。
）

７

自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
他
の
官
職
へ
の
降
任
等
を
さ
れ
た
事
務
官
等
で
あ
つ
て
、
当
該
他
の

官
職
へ
の
降
任
等
を
さ
れ
た
日
（
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
九
項
に
お
い
て
「
異
動
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
か
ら
引
き

続
き
同
一
の
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
事
務
官
等
の
う
ち
、
特
定
日
に
附
則
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
の
受
け
る
俸

給
月
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
日
俸
給
月
額
」
と
い
う
。
）
が
異
動
日
の
前
日
に
そ
の
者
が
受
け
て
い
た
俸
給

月
額
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十

円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
礎

俸
給
月
額
」
と
い
う
。
）
に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
事
務
官
等
（
政
令
で
定
め
る
事
務
官
等
を
除
く
。
）
に
は
、
当
分
の

間
、
特
定
日
以
後
、
附
則
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
の
受
け
る
俸
給
月
額
の
ほ
か
、
基
礎
俸
給
月
額
と
特
定
日
俸
給

月
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額
を
俸
給
と
し
て
支
給
す
る
。

８

前
項
の
規
定
に
よ
る
俸
給
の
額
と
当
該
俸
給
を
支
給
さ
れ
る
事
務
官
等
の
受
け
る
俸
給
月
額
と
の
合
計
額
が
第
四
条
の

二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
の
属
す
る
職
務
の
級
に
お
け
る
最
高
の
号
俸
の
俸
給
月
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
前
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項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
基
礎
俸
給
月
額
と
特
定
日
俸
給
月
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
四
条
の
二
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
の
属
す
る
職
務
の
級
に
お
け
る
最
高
の
号
俸
の
俸
給
月
額
と
そ
の
者
の
受
け
る
俸
給
月
額
」
と

す
る
。

９

異
動
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
事
務
官
等
（
附
則
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
事
務
官

等
に
限
り
、
附
則
第
七
項
に
規
定
す
る
事
務
官
等
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
俸
給
を
支
給
さ
れ
る
事

務
官
等
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事
務
官
等
に
は
、
当
分
の
間
、
そ
の
者
の
受
け
る
俸
給
月
額
の
ほ
か
、

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
を
俸
給
と
し
て
支
給
す
る
。

附
則
第
七
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
俸
給
を
支
給
さ
れ
る
事
務
官
等
以
外
の
附
則
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

10
事
務
官
等
で
あ
つ
て
、
任
用
の
事
情
を
考
慮
し
て
当
該
俸
給
を
支
給
さ
れ
る
事
務
官
等
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
事
務
官
等
に
は
、
当
分
の
間
、
そ
の
者
の
受
け
る
俸
給
月
額
の
ほ
か
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
三
項

の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
を
俸
給
と
し
て
支
給
す
る
。

附
則
第
七
項
又
は
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
俸
給
を
支
給
さ
れ
る
事
務
官
等
に
対
す
る
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

11
す
る
一
般
職
給
与
法
第
十
条
の
五
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
俸
給
月
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
俸
給
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月
額
と
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
附
則
第
七
項
、
第
九
項
又
は
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
俸
給
の
額
と
の
合

計
額
」
と
す
る
。

当
分
の
間
、
定
年
が
年
齢
六
十
年
に
満
た
な
い
と
さ
れ
て
い
る
若
年
定
年
退
職
者
に
対
す
る
第
二
十
七
条
の
二
第
一
号

12
及
び
第
二
十
七
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は

、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
二
第
一
号

規
定
す
る
定
年
（

規
定
す
る
定
年
（
退
職
の
日
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の

者
に
係
る
定
年
に
達
す
る
日
が
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和

十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

同
法
附
則
第
八
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ

、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
三
第
一
項

二
回
に

退
職
の
日
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
に

達
す
る
日
の
翌
日
か
ら
年
齢
六
十
年
に
達
す
る
日
ま
で
の
期
間

（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
前
期
算
定
基
礎
期
間
」
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と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
を
二
回
に

第
一
回
目
の
給
付

前
期
算
定
基
礎
期
間
に
係
る
第
一
回
目
の
給
付
金
（
以
下
単
に

金

「
第
一
回
目
の
給
付
金
」
と
い
う
。
）

第
二
回
目
の
給
付

前
期
算
定
基
礎
期
間
に
係
る
第
二
回
目
の
給
付
金
（
以
下
単
に

金

「
第
二
回
目
の
給
付
金
」
と
い
う
。
）

支
給
す
る

支
給
し
、
年
齢
六
十
年
に
達
す
る
日
の
翌
日
か
ら
自
衛
官
以
外

の
職
員
の
定
年
に
達
す
る
日
ま
で
の
期
間
（
以
下
こ
の
項
及
び

次
項
に
お
い
て
「
後
期
算
定
基
礎
期
間
」
と
い
う
。
）
に
係
る

も
の
を
二
回
に
分
割
し
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
月
で
あ
つ
て
そ

の
者
の
年
齢
六
十
年
に
達
す
る
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
後
最
初

に
到
来
す
る
も
の
に
後
期
算
定
基
礎
期
間
に
係
る
第
一
回
目
の

給
付
金
（
同
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
第
三
回
目
の
給
付
金

」
と
い
う
。
）
を
、
そ
の
者
の
年
齢
六
十
年
に
達
す
る
日
の
翌
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日
の
属
す
る
年
の
翌
々
年
の
防
衛
省
令
で
定
め
る
月
に
後
期
算

定
基
礎
期
間
に
係
る
第
二
回
目
の
給
付
金
（
次
項
及
び
第
三
項

に
お
い
て
「
第
四
回
目
の
給
付
金
」
と
い
う
。
）
を
そ
れ
ぞ
れ

支
給
す
る

第
二
十
七
条
の
三
第
二
項

次
条
に
お
い
て

以
下

算
定
基
礎
期
間
（

前
期
算
定
基
礎
期
間

退
職
の
日
に
お
い

て
定
め
ら
れ
て
い

る
そ
の
者
に
係
る

定
年
に
達
す
る
日

の
翌
日
か
ら
自
衛

官
以
外
の
職
員
の

定
年
に
達
す
る
日
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ま
で
の
期
間
を
い

う
。
以
下
同
じ
。

）算
定
基
礎
期
間
の

前
期
算
定
基
礎
期
間
の

得
た
額
と
す
る

得
た
額
と
し
、
第
三
回
目
の
給
付
金
及
び
第
四
回
目
の
給
付
金

の
額
は
、
退
職
の
日
に
お
い
て
そ
の
者
の
受
け
て
い
た
俸
給
月

額
に
後
期
算
定
基
礎
期
間
の
年
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
第
三
回

目
の
給
付
金
に
あ
つ
て
は
一
・
三
八
を
、
第
四
回
目
の
給
付
金

に
あ
つ
て
は
二
・
○
七
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
に
、
第
三

回
目
の
給
付
金
及
び
第
四
回
目
の
給
付
金
の
支
給
さ
れ
る
時
期

並
び
に
後
期
算
定
基
礎
期
間
の
年
数
を
勘
案
し
て
一
を
超
え
な

い
範
囲
内
で
そ
れ
ぞ
れ
後
期
算
定
基
礎
期
間
の
年
数
に
応
じ
て

政
令
で
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
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第
二
十
七
条
の
三
第
三
項

第
二
回
目
の
給
付

第
二
回
目
の
給
付
金
並
び
に
第
三
回
目
の
給
付
金
及
び
第
四
回

金

目
の
給
付
金

当
分
の
間
、
定
年
が
年
齢
六
十
年
以
上
と
さ
れ
て
い
る
若
年
定
年
退
職
者
に
対
す
る
第
二
十
七
条
の
二
第
一
号
、
第
二

13
十
七
条
の
三
第
二
項
及
び
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同

表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
二
第
一
号

規
定
す
る
定
年
（

規
定
す
る
定
年
（
退
職
の
日
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の

者
に
係
る
定
年
に
達
す
る
日
が
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和

十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

同
法
附
則
第
八
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ

、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
三
第
二
項

一
・
七
一
四

一
・
三
八

四
・
二
八
六

二
・
〇
七

第
二
十
七
条
の
四
第
一
項

六

三
・
四
五
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一
・
七
一
四

一
・
三
八

附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
給
付
金
の
う
ち
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第

14
二
十
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
前
期
算
定
基
礎
期
間
に
係
る
も
の
に
対
す
る
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項

、
第
二
十
七
条
の
六
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
二
十
七
条
の
七
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上

欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
四
第
一
項

第
二
回
目
の
給
付

第
二
回
目
の
給
付
金
（
附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

金
の
額
は
、
こ
れ

え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
二
回
目
の
給
付
金
を
い

ら

う
。
以
下
同
じ
。
）
の
額
は
、
附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項

第
二
十
七
条
の
四
第
三
項

第
一
回
目
の
給
付

第
一
回
目
の
給
付
金
（
附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

金

え
ら
れ
た
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
一
回
目
の
給
付
金
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）

第
二
十
七
条
の
六
第
二
項

及
び

、
第
三
回
目
の
給
付
金
（
附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
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替
え
ら
れ
た
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
第
三
回
目

の
給
付
金
を
い
う
。
）
、
第
四
回
目
の
給
付
金
（
附
則
第
十
二

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る

第
四
回
目
の
給
付
金
を
い
う
。
）
並
び
に
前
期
算
定
基
礎
期
間

（
附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一

項
に
規
定
す
る
前
期
算
定
基
礎
期
間
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
及
び
後
期
算
定
基
礎
期
間
（
附
則
第
十
二
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
後
期
算
定

基
礎
期
間
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る

第
二
十
七
条
の
六
第
三
項

前
条
第
一
項

前
期
算
定
基
礎
期
間
及
び
後
期
算
定
基
礎
期
間
に
係
る
前
条
第

一
項

次
条
第
一
項

前
期
算
定
基
礎
期
間
及
び
後
期
算
定
基
礎
期
間
に
係
る
次
条
第

一
項
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第
二
十
七
条
の
七
第
一
項

自
衛
官
以
外
の
職

年
齢
六
十
年

員
の
定
年

附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
給
付
金
の
う
ち
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第

15
二
十
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
後
期
算
定
基
礎
期
間
に
係
る
も
の
に
対
す
る
第
二
十
七
条
の
四
か
ら
第
二
十
七
条
の

七
ま
で
、
第
二
十
七
条
の
九
及
び
第
二
十
七
条
の
十
一
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中

同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
四
第
一
項

退
職
し
た
日

年
齢
六
十
年
に
達
す
る
日
の
翌
日

「
退
職
の
翌
年

「
六
十
一
歳
の
年

退
職
の
翌
年
ま
で

退
職
し
た
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
ま
で

六

三
・
四
五

一
・
七
一
四

一
・
三
八

第
二
回
目
の
給
付

第
四
回
目
の
給
付
金
（
附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

金
の
額
は
、
こ
れ

え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
四
回
目
の
給
付
金
を
い
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ら

う
。
以
下
同
じ
。
）
の
額
は
、
附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項

第
二
回
目
の
給
付

第
四
回
目
の
給
付
金
の
額
に

金
の
額
に

退
職
の
翌
年
に

六
十
一
歳
の
年
に

第
二
十
七
条
の
四
第
二
項

退
職
の
翌
年

六
十
一
歳
の
年

第
二
回
目
の
給
付

第
四
回
目
の
給
付
金

金

第
二
十
七
条
の
四
第
三
項

第
一
回
目
の
給
付

第
三
回
目
の
給
付
金
（
附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

金
の
支
給

え
ら
れ
た
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
三
回
目
の
給
付
金
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
の
支
給

退
職
の
翌
年

六
十
一
歳
の
年

第
一
回
目
の
給
付

第
三
回
目
の
給
付
金
の
額
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金
の
額

第
二
十
七
条
の
四
第
四
項

退
職
の
翌
年

六
十
一
歳
の
年

第
二
十
七
条
の
五
第
一
項

退
職
し
た
日

年
齢
六
十
年
に
達
す
る
日
の
翌
日

第
二
十
七
条
の
五
第
二
項

第
一
回
目
の
給
付

第
三
回
目
の
給
付
金

金第
二
回
目
の
給
付

第
四
回
目
の
給
付
金

金退
職
の
翌
年

六
十
一
歳
の
年

第
二
十
七
条
の
五
第
三
項

退
職
の
翌
年

六
十
一
歳
の
年

第
二
十
七
条
の
六
第
一
項

退
職
し
た
日

年
齢
六
十
年
に
達
す
る
日
の
翌
日

退
職
の
翌
年

六
十
一
歳
の
年

第
二
十
七
条
の
六
第
二
項

第
一
回
目
の
給
付

第
三
回
目
の
給
付
金

金
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第
二
回
目
の
給
付

第
四
回
目
の
給
付
金

金

第
二
十
七
条
の
七
第
一
項

退
職
の
翌
年

六
十
一
歳
の
年

第
二
十
七
条
の
七
第
二
項

退
職
の
翌
年

六
十
一
歳
の
年

第
一
回
目
の
給
付

第
三
回
目
の
給
付
金

金第
二
回
目
の
給
付

第
四
回
目
の
給
付
金

金

第
二
十
七
条
の
九
第
一
項
及

第
一
回
目
の
給
付

第
三
回
目
の
給
付
金

び
第
五
項

金第
二
回
目
の
給
付

第
四
回
目
の
給
付
金

金

第
二
十
七
条
の
十
一
第
一
項

第
一
回
目
の
給
付

第
三
回
目
の
給
付
金
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金退
職
の
翌
年

六
十
一
歳
の
年

第
二
回
目
の
給
付

第
四
回
目
の
給
付
金

金

第
二
十
七
条
の
十
一
第
二
項

退
職
し
た
日

年
齢
六
十
年
に
達
す
る
日
の
翌
日

第
一
号

第
二
十
七
条
の
十
一
第
二
項

退
職
の
翌
年

六
十
一
歳
の
年

第
二
号

第
二
十
七
条
の
十
一
第
四
項

第
二
回
目
の
給
付

第
四
回
目
の
給
付
金

金

第
二
十
七
条
の
十
一
第
六
項

第
一
回
目
の
給
付

第
三
回
目
の
給
付
金

金退
職
の
翌
年

六
十
一
歳
の
年
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第
二
十
七
条
の
十
一
第
七
項

第
一
回
目
の
給
付

第
三
回
目
の
給
付
金

金

第
二
十
七
条
の
十
一
第
八
項

退
職
の
翌
年

六
十
一
歳
の
年

第
二
回
目
の
給
付

第
四
回
目
の
給
付
金

金

第
二
十
七
条
の
十
一
第
十
項

退
職
し
た
日

年
齢
六
十
年
に
達
す
る
日
の
翌
日

退
職
の
翌
年

六
十
一
歳
の
年

第
一
回
目
の
給
付

第
三
回
目
の
給
付
金

金第
二
回
目
の
給
付

第
四
回
目
の
給
付
金

金

附
則
第
五
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
附
則
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
俸
給
月
額
、
附
則
第
七
項
の
規
定

16
に
よ
る
俸
給
そ
の
他
附
則
第
五
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。
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別
表
第
一
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
表

再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

円
274,300

円
331,100

定年前再任用短時間勤
務職員
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別
表
第
二
中
「
第
八
条
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
る
。

（
会
計
検
査
院
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

会
計
検
査
院
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
七
年
」
を
「
五
年
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
満
六
十
五
才
」
を
「
満
七
十
歳
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
中
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
附
則
第
二
十

五
項
の
改
正
規
定
及
び
第
八
条
中
自
衛
隊
法
附
則
第
六
項
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
並
び
に
附
則
第
十
五
条
及
び
第
十
六
条

の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
実
施
の
た
め
の
準
備
等
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
法
（
以
下
「
新
国
家
公
務
員
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
職
員

（
国
家
公
務
員
法
第
二
条
に
規
定
す
る
一
般
職
に
属
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
任
用
、
分
限
そ
の
他
の
人
事
行

政
に
関
す
る
制
度
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
任
命
権
者
（
同
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
任
命
権
者
及
び
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法
律
で
別
に
定
め
ら
れ
た
任
命
権
者
並
び
に
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
並
び
に
次
条
か
ら
附

則
第
六
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
長
期
的
な
人
事
管
理
の
計
画
的
推
進
そ
の
他
必
要
な
準
備
を
行
う
も
の
と
し
、
人

事
院
及
び
内
閣
総
理
大
臣
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
に
応
じ
、
任
命
権
者
の
行
う
準
備
に
関
し
必
要
な
連
絡
、
調
整
そ
の
他
の

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

任
命
権
者
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
ま
で
の
間
に
、
施
行
日
か
ら
令
和
六
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
年
齢
六
十
年
に
達
す
る
職
員
（
当
該
職
員
が
占
め
る
官
職
に
係
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
国
家
公
務
員
法
（
以
下
「
旧
国
家
公
務
員
法
」
と
い
う
。
）
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
が
年
齢
六
十

年
で
あ
る
職
員
に
限
る
。
）
に
対
し
、
新
国
家
公
務
員
法
附
則
第
九
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
同
条
に
規
定
す
る
給
与
に
関

す
る
特
例
措
置
及
び
退
職
手
当
に
関
す
る
特
例
措
置
そ
の
他
の
当
該
職
員
が
年
齢
六
十
年
に
達
す
る
日
以
後
に
適
用
さ
れ
る

任
用
、
給
与
及
び
退
職
手
当
に
関
す
る
措
置
の
内
容
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
同
日
の

翌
日
以
後
に
お
け
る
勤
務
の
意
思
を
確
認
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

特
定
地
方
警
務
官
（
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
警
察
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
警
務
官

を
い
う
。
附
則
第
六
条
第
十
一
項
及
び
第
十
一
条
第
九
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
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、
同
項
中
「
任
命
権
者
」
と
あ
る
の
は
「
警
視
総
監
又
は
道
府
県
警
察
本
部
長
」
と
、
「
対
し
、
」
と
あ
る
の
は
「
対
し
、

第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
警
察
法
附
則
第
三
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
」
と
す
る
。

４

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
検
察
庁
法
（
次
項
及
び
附
則
第
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
「
新
検
察
庁
法
」
と
い
う
。

）
の
規
定
に
よ
る
検
察
官
の
任
用
、
分
限
そ
の
他
の
人
事
行
政
に
関
す
る
制
度
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
法
務
大

臣
は
、
長
期
的
な
人
事
管
理
の
計
画
的
推
進
そ
の
他
必
要
な
準
備
を
行
う
も
の
と
し
、
人
事
院
及
び
内
閣
総
理
大
臣
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
権
限
に
応
じ
、
法
務
大
臣
の
行
う
準
備
に
関
し
必
要
な
連
絡
、
調
整
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

５

法
務
大
臣
は
、
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
、
施
行
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
年
齢
六
十
三
年
に
達

す
る
検
察
官
（
検
事
総
長
を
除
く
。
）
に
対
し
、
新
検
察
庁
法
附
則
第
四
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
同
条
に
規
定
す
る
給
与

に
関
す
る
特
例
措
置
及
び
退
職
手
当
に
関
す
る
特
例
措
置
そ
の
他
の
当
該
検
察
官
が
年
齢
六
十
三
年
に
達
す
る
日
以
後
に
適

用
さ
れ
る
任
用
、
給
与
及
び
退
職
手
当
に
関
す
る
措
置
の
内
容
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に

、
同
日
の
翌
日
以
後
に
お
け
る
勤
務
の
意
思
を
確
認
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

６

第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
自
衛
隊
法
（
以
下
「
新
自
衛
隊
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
隊
員
（
自
衛
隊
法
第

二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
隊
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
任
用
、
分
限
そ
の
他
の
人
事
行
政
に
関
す
る
制
度
の
円
滑
な
実
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施
を
確
保
す
る
た
め
、
任
命
権
者
（
同
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
隊
員
の
任
免
に
つ
い
て
権
限
を
有
す
る
者
を

い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
並
び
に
附
則
第
八
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
長
期
的
な
人
事
管
理
の

計
画
的
推
進
そ
の
他
必
要
な
準
備
を
行
う
も
の
と
し
、
防
衛
大
臣
は
、
任
命
権
者
の
行
う
準
備
に
関
し
必
要
な
連
絡
、
調
整

そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

７

任
命
権
者
は
、
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
、
施
行
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
年
齢
六
十
年
に
達
す

る
隊
員
（
当
該
隊
員
が
占
め
る
官
職
に
係
る
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
自
衛
隊
法
（
以
下
「
旧
自
衛
隊
法
」
と
い
う

。
）
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
が
年
齢
六
十
年
で
あ
る
隊
員
に
限
る
。
）
に
対
し
、
新
自
衛
隊
法
附
則
第

十
四
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
同
項
に
規
定
す
る
給
与
に
関
す
る
特
例
措
置
及
び
退
職
手
当
に
関
す
る
特
例
措
置
そ
の
他
の

当
該
隊
員
が
年
齢
六
十
年
に
達
す
る
日
以
後
に
適
用
さ
れ
る
任
用
、
給
与
及
び
退
職
手
当
に
関
す
る
措
置
の
内
容
そ
の
他
の

必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
同
日
の
翌
日
以
後
に
お
け
る
勤
務
の
意
思
を
確
認
す
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
。

（
国
家
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

新
国
家
公
務
員
法
第
六
十
条
の
二
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
退
職
を
し
た
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
年
齢
六
十
年
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以
上
退
職
者
（
次
項
に
お
い
て
「
新
国
家
公
務
員
法
に
よ
る
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
」
と
い
う
。
）
及
び
同
条
第
一
項
に

規
定
す
る
自
衛
隊
法
に
よ
る
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
（
次
項
に
お
い
て
「
新
自
衛
隊
法
に
よ
る
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者

」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

任
命
権
者
は
、
基
準
日
（
令
和
七
年
四
月
一
日
、
令
和
九
年
四
月
一
日
、
令
和
十
一
年
四
月
一
日
及
び
令
和
十
三
年
四
月

一
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
基
準
日
の
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
基
準
日
に
お
け
る
新

国
家
公
務
員
法
定
年
相
当
年
齢
（
新
国
家
公
務
員
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
で
あ
っ
て
同

項
に
規
定
す
る
指
定
職
（
次
条
第
一
項
及
び
附
則
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
「
指
定
職
」
と
い
う
。
）
以
外
の
も
の
（
附
則

第
六
条
第
二
項
を
除
き
、
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
に
お
い
て
「
短
時
間
勤
務
の
官
職
」
と
い
う
。

）
を
占
め
る
職
員
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
官
職
と
同
種
の
官
職
を
占
め
て
い
る

も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
新
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
六
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
附

則
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
基
準
日
の
前
日
に
お
け
る
新
国
家
公
務
員
法
定
年
相
当
年
齢
を
超
え
る
短
時
間
勤

務
の
官
職
（
基
準
日
に
お
け
る
新
国
家
公
務
員
法
定
年
相
当
年
齢
が
新
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
六
第
二
項
本
文
に
規

定
す
る
定
年
で
あ
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
限
る
。
）
及
び
こ
れ
に
相
当
す
る
基
準
日
以
後
に
設
置
さ
れ
た
短
時
間
勤
務
の
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官
職
そ
の
他
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
国
家
公
務
員
法
原
則
定
年
相
当

年
齢
引
上
げ
短
時
間
勤
務
官
職
」
と
い
う
。
）
に
、
基
準
日
の
前
日
ま
で
に
新
国
家
公
務
員
法
に
よ
る
年
齢
六
十
年
以
上
退

職
者
又
は
新
自
衛
隊
法
に
よ
る
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
と
な
っ
た
者
（
基
準
日
前
か
ら
新
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の

七
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
基
準
日
以
後
に
退
職
を
し
た
者
及
び
基
準
日
前
か
ら
新
自
衛
隊
法
第
四

十
四
条
の
七
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
基
準
日
以
後
に
退
職
を
し
た
者
を
含
む
。
）
の
う
ち
基
準
日

の
前
日
に
お
い
て
同
日
に
お
け
る
当
該
新
国
家
公
務
員
法
原
則
定
年
相
当
年
齢
引
上
げ
短
時
間
勤
務
官
職
に
係
る
新
国
家
公

務
員
法
定
年
相
当
年
齢
に
達
し
て
い
る
者
（
当
該
人
事
院
規
則
で
定
め
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
あ
っ
て
は
、
人
事
院
規
則

で
定
め
る
者
）
を
、
新
国
家
公
務
員
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
新
国
家
公
務
員

法
原
則
定
年
相
当
年
齢
引
上
げ
短
時
間
勤
務
官
職
に
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
（
附
則

第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
を
除
き
、
以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
基
準
日
の
前
日

に
お
い
て
同
日
に
お
け
る
当
該
新
国
家
公
務
員
法
原
則
定
年
相
当
年
齢
引
上
げ
短
時
間
勤
務
官
職
に
係
る
新
国
家
公
務
員
法

定
年
相
当
年
齢
に
達
し
て
い
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
（
当
該
人
事
院
規
則
で
定
め
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
あ

っ
て
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
）
を
、
昇
任
し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
す
る
こ
と
が
で



- 134 -

き
な
い
。

３

平
成
十
一
年
十
月
一
日
前
に
新
国
家
公
務
員
法
第
八
十
二
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
退
職
又
は
先
の
退
職
が
あ
る
定
年

前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
、
同
項
後
段
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
同
項
後
段
に
規
定
す
る
引
き
続
く
職

員
と
し
て
の
在
職
期
間
に
は
、
同
日
前
の
当
該
退
職
又
は
先
の
退
職
の
前
の
職
員
と
し
て
の
在
職
期
間
を
含
ま
な
い
も
の
と

す
る
。

４

暫
定
再
任
用
職
員
（
次
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
附
則
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ

れ
た
職
員
を
い
う
。
附
則
第
六
条
及
び
第
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
し
て
在
職
し
て
い
た
期
間
が
あ
る
定
年
前
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
新
国
家
公
務
員
法
第
八
十
二
条
第
二
項
後
段
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
後
段
中
「
又
は

」
と
あ
る
の
は
、
「
又
は
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

号
）
附
則
第
四
条
第
一

項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
か
つ
て
採
用
さ
れ
て
同
法
附
則
第
三
条
第

四
項
に
規
定
す
る
暫
定
再
任
用
職
員
と
し
て
在
職
し
て
い
た
期
間
若
し
く
は
」
と
す
る
。

５

施
行
日
前
に
旧
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
か
つ
、

旧
国
家
公
務
員
法
勤
務
延
長
期
限
（
同
条
第
一
項
の
期
限
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
限
を
い
う
。
以
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下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
施
行
日
以
後
に
到
来
す
る
職
員
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
国
家
公
務
員
法
勤
務
延

長
職
員
」
と
い
う
。
）
に
係
る
当
該
旧
国
家
公
務
員
法
勤
務
延
長
期
限
ま
で
の
間
に
お
け
る
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
勤
務
に
つ
い
て
は
、
新
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
七
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６

任
命
権
者
は
、
旧
国
家
公
務
員
法
勤
務
延
長
職
員
に
つ
い
て
、
旧
国
家
公
務
員
法
勤
務
延
長
期
限
又
は
こ
の
項
の
規
定
に

よ
り
延
長
さ
れ
た
期
限
が
到
来
す
る
場
合
に
お
い
て
、
新
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
七
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
人
事
院
の
承
認
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
期
限
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期

限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
期
限
は
、
当
該
旧
国
家
公
務
員
法
勤
務
延
長
職
員
に
係
る
旧
国
家
公
務
員

法
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

７

独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
行
政
執
行
法
人
の
職
員
に
対
す
る

前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
と
き
は
、
人
事
院
の
承
認
を
得
て
」
と
あ
る
の
は
、
「
と
き
は
」
と
す
る
。

８

新
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
施
行
日
に
お
い
て
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定

す
る
管
理
監
督
職
を
占
め
た
ま
ま
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
る
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。

９

任
命
権
者
は
、
基
準
日
（
施
行
日
、
令
和
七
年
四
月
一
日
、
令
和
九
年
四
月
一
日
、
令
和
十
一
年
四
月
一
日
及
び
令
和
十
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三
年
四
月
一
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
基
準
日
の
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
基
準
日
に

お
け
る
新
国
家
公
務
員
法
定
年
（
新
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
六
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及

び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
基
準
日
の
前
日
に
お
け
る
新
国
家
公
務
員
法
定
年
（
基
準
日
が
施
行
日
で
あ
る
場
合

に
は
、
施
行
日
の
前
日
に
お
け
る
旧
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
）
を
超
え
る
官
職
（
基
準

日
に
お
け
る
新
国
家
公
務
員
法
定
年
が
新
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
六
第
二
項
本
文
に
規
定
す
る
定
年
で
あ
る
官
職
に

限
る
。
）
及
び
こ
れ
に
相
当
す
る
基
準
日
以
後
に
設
置
さ
れ
た
官
職
そ
の
他
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
官
職
に
、
基
準
日
か

ら
基
準
日
の
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
七
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
又

は
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
て
い
る
職
員
の
う
ち
、
基
準
日
の
前
日
に
お
い
て
同
日
に
お
け
る
当
該

官
職
に
係
る
新
国
家
公
務
員
法
定
年
（
基
準
日
が
施
行
日
で
あ
る
場
合
に
は
、
施
行
日
の
前
日
に
お
け
る
旧
国
家
公
務
員
法

第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
）
に
達
し
て
い
る
職
員
（
当
該
人
事
院
規
則
で
定
め
る
官
職
に
あ
っ
て
は
、
人

事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
）
を
、
昇
任
し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
附
則
第
七
条
及
び
第
十
二
条
第
四
項
に
お
い

10
て
「
新
一
般
職
給
与
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
八
項
か
ら
第
十
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り



- 137 -

勤
務
し
て
い
る
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。

第
五
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
勤
務
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人

11
事
院
規
則
で
定
め
る
。

研
究
施
設
研
究
教
育
職
員
（
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
教
育
公
務
員
特
例
法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
研

12
究
施
設
研
究
教
育
職
員
を
い
う
。
附
則
第
六
条
第
九
項
及
び
第
十
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
及
び
第
九

項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
四
条

任
命
権
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
年
齢
六
十
五
年
に
達
す
る
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
三
月
三
十
一
日
（
以

下
「
年
齢
六
十
五
年
到
達
年
度
の
末
日
」
と
い
う
。
）
ま
で
の
間
に
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
常

時
勤
務
を
要
す
る
官
職
（
指
定
職
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
並
び
に
附
則
第
六
条
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係

る
旧
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
（
施
行
日
以
後
に
設
置
さ
れ
た
官
職
そ
の
他
の
人
事
院
規

則
で
定
め
る
官
職
に
あ
っ
て
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
年
齢
）
に
達
し
て
い
る
者
を
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任

期
を
定
め
、
当
該
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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一

施
行
日
前
に
旧
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者

二

旧
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
前
条
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
勤

務
し
た
後
退
職
し
た
者

三

施
行
日
前
に
旧
国
家
公
務
員
法
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者
（
前
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
勤
続
期
間

そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
前
二
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
者

四

施
行
日
前
に
旧
自
衛
隊
法
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者
（
旧
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
及
び
附

則
第
八
条
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
退
職
し
た
者
を
含
む
。
）
の
う
ち
、
前
三
号
に
掲
げ
る
者
に

準
ず
る
者
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
者

２

令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
任
命
権
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
年
齢
六
十
五
年
到
達
年
度
の
末
日
ま

で
の
間
に
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
に
係
る
新
国
家
公
務
員
法
定
年
に

達
し
て
い
る
者
を
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
情
報
に

基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
当
該
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
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一

施
行
日
以
後
に
新
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者

二

施
行
日
以
後
に
新
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
七
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
退
職
し
た
者

三

施
行
日
以
後
に
新
国
家
公
務
員
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
者
の
う
ち
、
同
条
第
二
項
に
規

定
す
る
任
期
が
満
了
し
た
こ
と
に
よ
り
退
職
し
た
者

四

施
行
日
以
後
に
新
国
家
公
務
員
法
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者
（
前
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
勤
続
期

間
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
前
三
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
者

五

施
行
日
以
後
に
新
自
衛
隊
法
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者
の
う
ち
、
前
各
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
人
事
院

規
則
で
定
め
る
者

３

前
二
項
の
任
期
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
更
新
さ
れ
た
任
期
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
一
年
を
超

え
な
い
範
囲
内
で
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
任
期
の
末
日
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
す
る
者
又
は

こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
更
新
す
る
者
の
年
齢
六
十
五
年
到
達
年
度
の
末
日
以
前
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条

任
命
権
者
は
、
新
国
家
公
務
員
法
第
六
十
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者

の
う
ち
、
年
齢
六
十
五
年
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
短
時
間
勤
務
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の
官
職
に
係
る
旧
国
家
公
務
員
法
定
年
相
当
年
齢
（
短
時
間
勤
務
の
官
職
を
占
め
る
職
員
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
で

そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
官
職
と
同
種
の
官
職
を
占
め
て
い
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
旧
国
家
公
務
員
法
第
八

十
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
（
施
行
日
以
後
に
設
置
さ
れ
た
官
職
そ
の
他
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
官
職
に
あ
っ

て
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
年
齢
）
を
い
う
。
）
に
達
し
て
い
る
者
を
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
従
前

の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、

当
該
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
任
命
権
者
は
、
新
国
家
公
務
員
法
第
六
十
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
年
齢
六
十
五
年
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
者

を
採
用
し
よ
う
と
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
係
る
新
国
家
公
務
員
法
定
年
相
当
年
齢
に
達
し
て
い
る
者
（
新
国
家
公
務
員

法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
除
く
。
）
を
、
人
事

院
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一

年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
当
該
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
の
任
期
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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第
六
条

施
行
日
前
に
旧
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
四
第
一
項
又
は
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ

た
職
員
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
旧
国
家
公
務
員
法
再
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
こ
の
法
律
の
施
行

の
際
現
に
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
を
占
め
る
職
員
は
、
施
行
日
に
、
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
も

の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
採
用
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
職
員
の
任
期
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
施
行
日
に
お
け
る
旧
国
家
公
務
員
法
再
任
用
職
員
と
し
て
の
任
期
の
残
任
期
間
と
同
一
の
期
間
と
す
る
。

２

旧
国
家
公
務
員
法
再
任
用
職
員
の
う
ち
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
に
規

定
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
を
占
め
る
職
員
は
、
施
行
日
に
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
採
用
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
職
員
の
任
期
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
に

お
け
る
旧
国
家
公
務
員
法
再
任
用
職
員
と
し
て
の
任
期
の
残
任
期
間
と
同
一
の
期
間
と
す
る
。

３

任
命
権
者
は
、
暫
定
再
任
用
職
員
を
指
定
職
に
昇
任
し
、
又
は
転
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

４

任
命
権
者
は
、
附
則
第
四
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
し
た
職
員
の
う
ち
当
該
職
員
を
昇
任
し
、
降

任
し
、
又
は
転
任
し
よ
う
と
す
る
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
に
係
る
旧
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す

る
定
年
（
施
行
日
以
後
に
設
置
さ
れ
た
官
職
そ
の
他
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
官
職
に
あ
っ
て
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
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年
齢
）
に
達
し
た
職
員
以
外
の
職
員
及
び
附
則
第
四
条
第
二
項
又
は
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
し
た
職
員
の
う
ち
当

該
職
員
を
昇
任
し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
し
よ
う
と
す
る
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
に
係
る
新
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条

の
六
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
に
達
し
た
職
員
以
外
の
職
員
を
、
当
該
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
に
昇
任
し
、
降
任
し
、
又

は
転
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

５

前
二
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
新
国
家
公
務
員
法
第
六
十
条
の
二
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
項
中
「
経
過
し
て
い
な
い
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
あ
る
の
は
、
「
経
過
し
て
い
な
い
定
年
前
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
、
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
令

和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
四
条
第
一
項
又
は
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
し
た
職
員

の
う
ち
当
該
職
員
を
昇
任
し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
し
よ
う
と
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
係
る
旧
国
家
公
務
員
法
定
年
相

当
年
齢
（
短
時
間
勤
務
の
官
職
を
占
め
る
職
員
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
官
職
と

同
種
の
官
職
を
占
め
て
い
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
（
令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
の
施
行
の
日
以
後
に
設
置
さ
れ
た

官
職
そ
の
他
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
官
職
に
あ
つ
て
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
年
齢
）
を
い
う
。
）
に
達
し
て
い
る
職
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員
及
び
令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
附
則
第
四
条
第
二
項
又
は
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
し
た
職
員
の
う

ち
当
該
職
員
を
昇
任
し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
し
よ
う
と
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
係
る
新
国
家
公
務
員
法
定
年
相
当
年

齢
（
短
時
間
勤
務
の
官
職
を
占
め
る
職
員
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
官
職
と
同
種

の
官
職
を
占
め
て
い
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
第
八
十
一
条
の
六
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
を
い
う
。
）
に
達
し
て
い

る
職
員
」
と
す
る
。

６

任
命
権
者
は
、
基
準
日
（
前
二
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
に
お
け
る
各
年
の
四
月
一
日
（
施
行
日
を
除
く
。
）
を
い
う

。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
基
準
日
の
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
基
準
日
に
お
け
る
新
国
家
公
務
員

法
定
年
（
新
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
六
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
（
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
あ
っ
て
は
、
当
該
短
時

間
勤
務
の
官
職
を
占
め
る
職
員
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
官
職
と
同
種
の
官
職
を

占
め
て
い
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
定
年
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
基
準
日

の
前
日
に
お
け
る
新
国
家
公
務
員
法
定
年
を
超
え
る
官
職
及
び
こ
れ
に
相
当
す
る
基
準
日
以
後
に
設
置
さ
れ
た
官
職
そ
の
他

の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
官
職
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
国
家
公
務
員
法
定
年
引
上
げ
官
職
」
と
い
う
。
）
に
、
附
則

第
四
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
基
準
日
の
前
日
に
お
い
て
同
日
に
お
け
る
当
該
新
国
家
公
務
員
法
定
年
引
上
げ
官
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職
に
係
る
新
国
家
公
務
員
法
定
年
に
達
し
て
い
る
者
（
当
該
人
事
院
規
則
で
定
め
る
官
職
に
あ
っ
て
は
、
人
事
院
規
則
で
定

め
る
者
）
を
、
同
項
又
は
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
者
は
当
該
者
を
採
用
し
よ
う

と
す
る
新
国
家
公
務
員
法
定
年
引
上
げ
官
職
に
係
る
新
国
家
公
務
員
法
定
年
に
達
し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の

規
定
を
適
用
し
、
新
国
家
公
務
員
法
定
年
引
上
げ
官
職
に
、
附
則
第
四
条
第
二
項
又
は
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ

れ
た
職
員
の
う
ち
基
準
日
の
前
日
に
お
い
て
同
日
に
お
け
る
当
該
新
国
家
公
務
員
法
定
年
引
上
げ
官
職
に
係
る
新
国
家
公
務

員
法
定
年
に
達
し
て
い
る
職
員
（
当
該
人
事
院
規
則
で
定
め
る
官
職
に
あ
っ
て
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
）
を
、
昇

任
し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
職
員
は
当
該
職
員
を
昇
任
し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
し
よ
う

と
す
る
新
国
家
公
務
員
法
定
年
引
上
げ
官
職
に
係
る
新
国
家
公
務
員
法
定
年
に
達
し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
、
第
四
項
の

規
定
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
新
国
家
公
務
員
法
第
六
十
条
の
二
第
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

７

暫
定
再
任
用
職
員
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
し
て
、
新
国
家
公
務
員
法
第
八
十
二
条
第
二
項
後
段
の

規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
後
段
中
「
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
務
員
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法

」
と
い
う
。
）
附
則
第
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
第
一
号
、
第
二
号
若
し
く
は
第
四
号
に
掲
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げ
る
者
と
な
つ
た
日
若
し
く
は
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
」
と
、
「

又
は
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
八
十
一
条
の
四
第
一

項
若
し
く
は
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
か
つ
て
採
用
さ
れ
て
職
員
と
し
て
在
職
し
て
い
た
期
間
、
令
和
三
年

国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
か
つ
て
採
用
さ
れ
て
令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
附
則
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
暫
定
再
任
用
職
員
と
し
て
在

職
し
て
い
た
期
間
若
し
く
は
」
と
す
る
。

８

平
成
十
一
年
十
月
一
日
前
に
新
国
家
公
務
員
法
第
八
十
二
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
退
職
又
は
先
の
退
職
が
あ
る
暫
定

再
任
用
職
員
に
つ
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
し
て
同
条
第
二
項
後
段
の
規
定
を

適
用
す
る
場
合
に
は
、
同
項
後
段
に
規
定
す
る
引
き
続
く
職
員
と
し
て
の
在
職
期
間
に
は
、
同
日
前
の
当
該
退
職
又
は
先
の

退
職
の
前
の
職
員
と
し
て
の
在
職
期
間
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

９

研
究
施
設
研
究
教
育
職
員
へ
の
採
用
に
つ
い
て
の
前
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二

項
並
び
に
前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
任
期
を
定
め
」
と
あ
る
の
は
「
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
任
命
権

者
が
定
め
る
任
期
を
も
っ
て
」
と
、
附
則
第
四
条
第
三
項
（
前
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
中
「
範
囲
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内
で
」
と
あ
る
の
は
「
範
囲
内
で
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
任
命
権
者
が
定
め
る
期
間
を
も
っ
て
」
と
す
る
。

附
則
第
四
条
第
二
項
又
は
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
研
究
施
設
研
究
教
育
職
員
へ
の
採
用
並
び
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ

10
り
採
用
さ
れ
た
研
究
施
設
研
究
教
育
職
員
の
昇
任
、
降
任
及
び
転
任
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
第
六
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
。

検
察
官
及
び
退
職
時
に
特
定
地
方
警
務
官
で
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
前
二
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

11第
七
条

暫
定
再
任
用
職
員
（
短
時
間
勤
務
の
官
職
を
占
め
る
暫
定
再
任
用
職
員
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
暫
定
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
俸
給
月
額
は
、
当
該
暫
定
再
任
用

職
員
が
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
で
あ
る
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律

第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
俸
給
表
の
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
欄
に
掲
げ
る
基
準
俸
給
月
額
の
う
ち
、
同
法
第

八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
暫
定
再
任
用
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
た
額
と
す
る
。

２

国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
。
第
九
項
及
び
附
則
第
十
二
条
に
お
い
て
「
育

児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
暫
定
再
任
用
職
員
に
対
す
る
前
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
に
、
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
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平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
当
該
暫
定
再
任
用
職
員
の
勤

務
時
間
を
同
項
本
文
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
」
と
す
る
。

３

暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
俸
給
月
額
は
、
当
該
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
が
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員
で
あ
る
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
俸
給
表
の

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
欄
に
掲
げ
る
基
準
俸
給
月
額
の
う
ち
、
同
法
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
暫
定

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
た
額
に
、
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
（

平
成
六
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
当
該
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時

間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

４

暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
し
て
、
新
一
般
職
給
与
法
第
十
二
条
第
二

項
、
第
十
六
条
第
二
項
及
び
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

５

暫
定
再
任
用
職
員
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
し
て
、
新
一
般
職
給
与
法
第
十
九
条
の
四
第
三
項
の
規

定
を
適
用
す
る
。
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６

新
一
般
職
給
与
法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
の
職
員
に
暫
定
再
任
用
職
員
が
含
ま
れ
る
場
合
に
お
け
る
勤
勉
手
当
の
額
の
同

条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
ご
と
の
総
額
の
算
定
に
係
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

号
）
附
則
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
暫
定
再
任
用
職
員
（
次
号
に
お
い
て
「
暫

定
再
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
定
年
前
再
任

用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
暫
定
再
任
用
職
員
」
と
す
る
。

７

附
則
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
の
寒
冷
地
手
当
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百

号
。
附
則
第
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
「
新
寒
冷
地
手
当
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
並
び
に
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
法
律
第
八
条
第
四
項
、
第
七
項
及
び
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
、
第
十
条
の
四
、
第
十
一
条
、
第
十
一
条
の
二
、
第
十

一
条
の
五
か
ら
第
十
一
条
の
七
ま
で
、
第
十
一
条
の
九
、
第
十
一
条
の
十
、
第
十
三
条
の
二
並
び
に
第
十
四
条
並
び
に
新
一

般
職
給
与
法
第
八
条
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
の
規
定
は
、
暫
定
再
任
用
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。

８

暫
定
再
任
用
職
員
に
対
す
る
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
附
則
第
十
二
条
第
六
項
に
お

い
て
「
新
退
職
手
当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
又
は
自
衛
隊
法
」
と
あ
る
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の
は
「
、
自
衛
隊
法
」
と
、
「
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
国
家
公
務
員
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

号
）
附
則
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
第
五
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
と
す
る
。

９

暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
し
て
、
附
則
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
後
の
育
児
休
業
法
（
附
則
第
十
二
条
に
お
い
て
「
新
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
六
条
第
一
項
並
び
に
附
則
第
二

十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
第
五
条
第
二
項
、
第
六
条
第
一
項
た

だ
し
書
及
び
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
七
条
第
二
項
、
第
十
一
条
、
第
十
七
条
第
一
項
並
び
に
第
二
十
三
条
の
規
定
を
適
用
す

る
。前

三
条
及
び
前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
暫
定
再
任
用
職
員
の
任
用
そ
の
他
暫
定
再
任
用
職
員
に
関
し
必
要
な
事
項

10
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
。

（
自
衛
隊
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
八
条

新
自
衛
隊
法
第
四
十
一
条
の
二
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
退
職
を
し
た
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
年
齢
六
十
年
以

上
退
職
者
（
次
項
に
お
い
て
「
新
自
衛
隊
法
に
よ
る
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
」
と
い
う
。
）
及
び
同
条
第
一
項
に
規
定
す
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る
国
家
公
務
員
法
に
よ
る
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
（
次
項
に
お
い
て
「
新
国
家
公
務
員
法
に
よ
る
年
齢
六
十
年
以
上
退
職

者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

任
命
権
者
は
、
附
則
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
基
準

日
の
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
基
準
日
に
お
け
る
新
自
衛
隊
法
定
年
相
当
年
齢
（
新
自
衛
隊
法
第
四
十
一
条
の
二

第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
で
あ
っ
て
同
項
に
規
定
す
る
指
定
職
（
次
条
第
一
項
及
び
附
則
第
十
一
条
第
三
項

に
お
い
て
「
指
定
職
」
と
い
う
。
）
以
外
の
も
の
（
附
則
第
十
一
条
第
二
項
を
除
き
、
以
下
「
短
時
間
勤
務
の
官
職
」
と
い

う
。
）
を
占
め
る
隊
員
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
官
職
と
同
種
の
官
職
を
占
め
て

い
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
新
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
六
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
附

則
第
十
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
基
準
日
の
前
日
に
お
け
る
新
自
衛
隊
法
定
年
相
当
年
齢
を
超
え
る
短
時
間
勤
務
の

官
職
（
基
準
日
に
お
け
る
新
自
衛
隊
法
定
年
相
当
年
齢
が
新
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
六
第
二
項
本
文
に
規
定
す
る
定
年
で

あ
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
限
る
。
）
及
び
こ
れ
に
相
当
す
る
基
準
日
以
後
に
設
置
さ
れ
た
短
時
間
勤
務
の
官
職
そ
の
他
の

政
令
で
定
め
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
自
衛
隊
法
原
則
定
年
相
当
年
齢
引
上
げ
短
時
間
勤
務
官

職
」
と
い
う
。
）
に
、
基
準
日
の
前
日
ま
で
に
新
自
衛
隊
法
に
よ
る
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
又
は
新
国
家
公
務
員
法
に
よ
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る
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
と
な
っ
た
者
（
基
準
日
前
か
ら
新
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
勤
務
し
た
後
基
準
日
以
後
に
退
職
を
し
た
者
及
び
基
準
日
前
か
ら
新
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
七
第
一
項
又
は
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
基
準
日
以
後
に
退
職
を
し
た
者
を
含
む
。
）
の
う
ち
基
準
日
の
前
日
に
お
い
て
同
日
に
お

け
る
当
該
新
自
衛
隊
法
原
則
定
年
相
当
年
齢
引
上
げ
短
時
間
勤
務
官
職
に
係
る
新
自
衛
隊
法
定
年
相
当
年
齢
に
達
し
て
い
る

者
（
当
該
政
令
で
定
め
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
あ
っ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
者
）
を
、
新
自
衛
隊
法
第
四
十
一
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
新
自
衛
隊
法
原
則
定
年
相
当
年
齢
引
上
げ
短
時
間
勤
務
官
職
に
、
同
条
第

二
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
（
以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
基

準
日
の
前
日
に
お
い
て
同
日
に
お
け
る
当
該
新
自
衛
隊
法
原
則
定
年
相
当
年
齢
引
上
げ
短
時
間
勤
務
官
職
に
係
る
新
自
衛
隊

法
定
年
相
当
年
齢
に
達
し
て
い
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
（
当
該
政
令
で
定
め
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
あ
っ
て

は
、
政
令
で
定
め
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
）
を
、
昇
任
し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

平
成
十
一
年
十
月
一
日
前
に
新
自
衛
隊
法
第
四
十
六
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
退
職
又
は
先
の
退
職
が
あ
る
定
年
前
再

任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
に
つ
い
て
、
同
項
後
段
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
同
項
後
段
に
規
定
す
る
引
き
続
く
隊
員
と

し
て
の
在
職
期
間
に
は
、
同
日
前
の
当
該
退
職
又
は
先
の
退
職
の
前
の
隊
員
と
し
て
の
在
職
期
間
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。
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４

暫
定
再
任
用
隊
員
（
次
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
附
則
第
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ

れ
た
隊
員
を
い
う
。
附
則
第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
し
て
在
職
し
て
い
た
期
間
が
あ
る
定
年
前
再
任

用
短
時
間
勤
務
隊
員
に
対
す
る
新
自
衛
隊
法
第
四
十
六
条
第
二
項
後
段
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
後
段
中
「
）
又

は
」
と
あ
る
の
は
、
「
）
又
は
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

号
）
附
則
第
九
条

第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
第
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
か
つ
て
採
用
さ
れ
て
同
法
附
則
第
八

条
第
四
項
に
規
定
す
る
暫
定
再
任
用
隊
員
と
し
て
在
職
し
て
い
た
期
間
若
し
く
は
」
と
す
る
。

５

施
行
日
前
に
旧
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
か
つ
、
旧
自

衛
隊
法
勤
務
延
長
期
限
（
同
条
第
一
項
の
期
限
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
限
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
施
行
日
以
後
に
到
来
す
る
隊
員
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
自
衛
隊
法
勤
務
延
長
隊
員
」
と
い

う
。
）
に
係
る
当
該
旧
自
衛
隊
法
勤
務
延
長
期
限
ま
で
の
間
に
お
け
る
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勤
務
に
つ

い
て
は
、
新
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
七
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６

任
命
権
者
は
、
旧
自
衛
隊
法
勤
務
延
長
隊
員
に
つ
い
て
、
旧
自
衛
隊
法
勤
務
延
長
期
限
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
延
長

さ
れ
た
期
限
が
到
来
す
る
場
合
に
お
い
て
、
新
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
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と
き
は
、
防
衛
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
期
限
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
限

を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
期
限
は
、
当
該
旧
自
衛
隊
法
勤
務
延
長
隊
員
に
係
る
旧
自
衛
隊
法
第
四
十
四

条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

７

新
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
施
行
日
に
お
い
て
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る

管
理
監
督
職
を
占
め
た
ま
ま
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
る
隊
員
に
は
適
用
し
な
い
。

８

任
命
権
者
は
、
附
則
第
三
条
第
九
項
に
規
定
す
る
基
準
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
基
準

日
の
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
基
準
日
に
お
け
る
新
自
衛
隊
法
定
年
（
新
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
六
第
二
項
に

規
定
す
る
定
年
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
基
準
日
の
前
日
に
お
け
る
新
自
衛
隊
法
定

年
（
基
準
日
が
施
行
日
で
あ
る
場
合
に
は
、
施
行
日
の
前
日
に
お
け
る
旧
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る

定
年
）
を
超
え
る
官
職
（
基
準
日
に
お
け
る
新
自
衛
隊
法
定
年
が
新
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
六
第
二
項
本
文
に
規
定
す
る

定
年
で
あ
る
官
職
に
限
る
。
）
及
び
こ
れ
に
相
当
す
る
基
準
日
以
後
に
設
置
さ
れ
た
官
職
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
官
職
に

、
基
準
日
か
ら
基
準
日
の
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の

規
定
又
は
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
て
い
る
隊
員
の
う
ち
、
基
準
日
の
前
日
に
お
い
て
同
日
に
お
け
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る
当
該
官
職
に
係
る
新
自
衛
隊
法
定
年
（
基
準
日
が
施
行
日
で
あ
る
場
合
に
は
、
施
行
日
の
前
日
に
お
け
る
旧
自
衛
隊
法
第

四
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
）
に
達
し
て
い
る
隊
員
（
当
該
政
令
で
定
め
る
官
職
に
あ
っ
て
は
、
政
令
で
定
め

る
隊
員
）
を
、
昇
任
し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

９

第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
附
則
第
十
二
条
第
五
項
及
び
第
十
三
条
に

お
い
て
「
新
防
衛
省
職
員
給
与
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
五
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
及
び
第
十
六
項
の
規
定
は
、
第
五
項
又

は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
て
い
る
隊
員
に
は
適
用
し
な
い
。

第
五
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
勤
務
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政

10
令
で
定
め
る
。

第
九
条

任
命
権
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
年
齢
六
十
五
年
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該

者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
（
指
定
職
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
並
び
に
附
則
第
十
一
条
第

四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
旧
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
（
施
行
日
以
後
に
設
置
さ
れ
た

官
職
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
官
職
に
あ
っ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
年
齢
）
に
達
し
て
い
る
者
を
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
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定
め
、
当
該
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

施
行
日
前
に
旧
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者

二

旧
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
前
条
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し

た
後
退
職
し
た
者

三

施
行
日
前
に
旧
自
衛
隊
法
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者
（
前
二
号
及
び
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
を
除
く

。
）
の
う
ち
、
勤
続
期
間
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
前
二
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者

四

施
行
日
前
に
旧
国
家
公
務
員
法
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者
（
旧
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
三
第
一
項
又
は
第
二

項
及
び
附
則
第
三
条
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
退
職
し
た
者
を
含
む
。
）
の
う
ち
、
前
三
号
に
掲

げ
る
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者

五

施
行
日
前
に
自
衛
隊
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者

六

施
行
日
前
に
自
衛
隊
法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
政
令
で
定
め
る
定
年
に
達
し
た
者
で
あ
っ
て
、
同
条
第
三

項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
退
職
し
た
者

七

施
行
日
前
に
自
衛
隊
法
第
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
定
年
に
達
し
た
日
の
翌
日
以
前
に
退
職
し
た
者
の
う
ち
勤
続
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期
間
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
前
二
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者

２

令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
任
命
権
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
年
齢
六
十
五
年
到
達
年
度
の
末
日
ま

で
の
間
に
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
に
係
る
新
自
衛
隊
法
定
年
に
達
し

て
い
る
者
を
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り

、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
当
該
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

施
行
日
以
後
に
新
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者

二

施
行
日
以
後
に
新
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
退
職
し
た
者

三

施
行
日
以
後
に
新
自
衛
隊
法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
者
の
う
ち
、
同
条
第
二
項
に
規
定

す
る
任
期
が
満
了
し
た
こ
と
に
よ
り
退
職
し
た
者

四

施
行
日
以
後
に
新
自
衛
隊
法
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者
（
前
三
号
及
び
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
を
除

く
。
）
の
う
ち
、
勤
続
期
間
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
前
三
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者

五

施
行
日
以
後
に
新
国
家
公
務
員
法
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者
の
う
ち
、
前
各
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
政

令
で
定
め
る
者
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六

施
行
日
以
後
に
自
衛
隊
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者

七

施
行
日
以
後
に
自
衛
隊
法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
政
令
で
定
め
る
定
年
に
達
し
た
者
で
あ
っ
て
、
同
条
第

三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
退
職
し
た
者

八

施
行
日
以
後
に
自
衛
隊
法
第
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
定
年
に
達
し
た
日
の
翌
日
以
前
に
退
職
し
た
者
の
う
ち
勤

続
期
間
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
前
二
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者

３

前
二
項
の
任
期
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
更
新
さ
れ
た
任
期
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い

範
囲
内
で
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
任
期
の
末
日
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
す
る
者
又
は
こ
の
項

の
規
定
に
よ
り
任
期
を
更
新
す
る
者
の
年
齢
六
十
五
年
到
達
年
度
の
末
日
以
前
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条

任
命
権
者
は
、
新
自
衛
隊
法
第
四
十
一
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の

う
ち
、
年
齢
六
十
五
年
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
短
時
間
勤
務
の

官
職
に
係
る
旧
自
衛
隊
法
定
年
相
当
年
齢
（
短
時
間
勤
務
の
官
職
を
占
め
る
隊
員
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
で
そ
の
職

務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
官
職
と
同
種
の
官
職
を
占
め
て
い
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
旧
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
二

第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
（
施
行
日
以
後
に
設
置
さ
れ
た
官
職
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
官
職
に
あ
っ
て
は
、
政
令
で
定
め
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る
年
齢
）
を
い
う
。
）
に
達
し
て
い
る
者
を
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
政
令
で
定
め

る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
当
該
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
採
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

２

令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
任
命
権
者
は
、
新
自
衛
隊
法
第
四
十
一
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

、
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
年
齢
六
十
五
年
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
者
を

採
用
し
よ
う
と
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
係
る
新
自
衛
隊
法
定
年
相
当
年
齢
に
達
し
て
い
る
者
（
新
自
衛
隊
法
第
四
十
一

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
除
く
。
）
を
、
政
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で

任
期
を
定
め
、
当
該
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
隊
員
の
任
期
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
十
一
条

施
行
日
前
に
旧
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
又
は
第
四
十
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た

隊
員
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
旧
自
衛
隊
法
再
任
用
隊
員
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現

に
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
を
占
め
る
隊
員
は
、
施
行
日
に
、
附
則
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
も
の
と
み
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な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
採
用
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
隊
員
の
任
期
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施

行
日
に
お
け
る
旧
自
衛
隊
法
再
任
用
隊
員
と
し
て
の
任
期
の
残
任
期
間
と
同
一
の
期
間
と
す
る
。

２

旧
自
衛
隊
法
再
任
用
隊
員
の
う
ち
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短

時
間
勤
務
の
官
職
を
占
め
る
隊
員
は
、
施
行
日
に
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
当
該
採
用
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
隊
員
の
任
期
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
に
お
け
る
旧

自
衛
隊
法
再
任
用
隊
員
と
し
て
の
任
期
の
残
任
期
間
と
同
一
の
期
間
と
す
る
。

３

任
命
権
者
は
、
暫
定
再
任
用
隊
員
を
指
定
職
に
昇
任
し
、
又
は
転
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

４

任
命
権
者
は
、
附
則
第
九
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
し
た
隊
員
の
う
ち
当
該
隊
員
を
昇
任
し
、
降

任
し
、
又
は
転
任
し
よ
う
と
す
る
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
に
係
る
旧
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
定

年
（
施
行
日
以
後
に
設
置
さ
れ
た
官
職
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
官
職
に
あ
っ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
年
齢
）
に
達
し
た
隊

員
以
外
の
隊
員
及
び
附
則
第
九
条
第
二
項
又
は
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
し
た
隊
員
の
う
ち
当
該
隊
員
を
昇
任
し
、

降
任
し
、
又
は
転
任
し
よ
う
と
す
る
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
に
係
る
新
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
六
第
二
項
に
規
定
す
る

定
年
に
達
し
た
隊
員
以
外
の
隊
員
を
、
当
該
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
に
昇
任
し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
す
る
こ
と
が
で
き
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な
い
。

５

前
二
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
新
自
衛
隊
法
第
四
十
一
条
の
二
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

項
中
「
経
過
し
て
い
な
い
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
」
と
あ
る
の
は
、
「
経
過
し
て
い
な
い
定
年
前
再
任
用
短
時
間

勤
務
隊
員
、
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
令
和

三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
九
条
第
一
項
又
は
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
し
た
隊
員
の

う
ち
当
該
隊
員
を
昇
任
し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
し
よ
う
と
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
係
る
旧
自
衛
隊
法
定
年
相
当
年
齢

（
短
時
間
勤
務
の
官
職
を
占
め
る
隊
員
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
官
職
と
同
種
の

官
職
を
占
め
て
い
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第

四
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
（
令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
の
施
行
の
日
以
後
に
設
置
さ
れ
た
官
職
そ

の
他
の
政
令
で
定
め
る
官
職
に
あ
つ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
年
齢
）
を
い
う
。
）
に
達
し
て
い
る
隊
員
及
び
令
和
三
年
国
家

公
務
員
法
等
改
正
法
附
則
第
九
条
第
二
項
又
は
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
し
た
隊
員
の
う
ち
当
該
隊
員
を
昇
任
し

、
降
任
し
、
又
は
転
任
し
よ
う
と
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
係
る
新
自
衛
隊
法
定
年
相
当
年
齢
（
短
時
間
勤
務
の
官
職
を

占
め
る
隊
員
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
官
職
と
同
種
の
官
職
を
占
め
て
い
る
も
の
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と
し
た
場
合
に
お
け
る
第
四
十
四
条
の
六
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
を
い
う
。
）
に
達
し
て
い
る
隊
員
」
と
す
る
。

６

任
命
権
者
は
、
附
則
第
六
条
第
六
項
に
規
定
す
る
基
準
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
基
準

日
の
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
基
準
日
に
お
け
る
新
自
衛
隊
法
定
年
（
新
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
六
第
二
項
に

規
定
す
る
定
年
（
短
時
間
勤
務
の
官
職
に
あ
っ
て
は
、
当
該
短
時
間
勤
務
の
官
職
を
占
め
る
隊
員
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る

官
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
官
職
と
同
種
の
官
職
を
占
め
て
い
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す

る
定
年
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
基
準
日
の
前
日
に
お
け
る
新
自
衛
隊
法
定
年
を
超
え
る
官
職
及
び

こ
れ
に
相
当
す
る
基
準
日
以
後
に
設
置
さ
れ
た
官
職
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
官
職
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
自
衛
隊

法
定
年
引
上
げ
官
職
」
と
い
う
。
）
に
、
附
則
第
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
基
準
日
の
前
日
に
お
い
て
同
日
に

お
け
る
当
該
新
自
衛
隊
法
定
年
引
上
げ
官
職
に
係
る
新
自
衛
隊
法
定
年
に
達
し
て
い
る
者
（
当
該
政
令
で
定
め
る
官
職
に
あ

っ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
者
）
を
、
同
項
又
は
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
者
は
当

該
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
新
自
衛
隊
法
定
年
引
上
げ
官
職
に
係
る
新
自
衛
隊
法
定
年
に
達
し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
、

こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
し
、
新
自
衛
隊
法
定
年
引
上
げ
官
職
に
、
附
則
第
九
条
第
二
項
又
は
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採

用
さ
れ
た
隊
員
の
う
ち
基
準
日
の
前
日
に
お
い
て
同
日
に
お
け
る
当
該
新
自
衛
隊
法
定
年
引
上
げ
官
職
に
係
る
新
自
衛
隊
法
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定
年
に
達
し
て
い
る
隊
員
（
当
該
政
令
で
定
め
る
官
職
に
あ
っ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
隊
員
）
を
、
昇
任
し
、
降
任
し
、
又

は
転
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
隊
員
は
当
該
隊
員
を
昇
任
し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
し
よ
う
と
す
る
新
自
衛
隊
法

定
年
引
上
げ
官
職
に
係
る
新
自
衛
隊
法
定
年
に
達
し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
、
第
四
項
の
規
定
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
す
る
新
自
衛
隊
法
第
四
十
一
条
の
二
第
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

７

暫
定
再
任
用
隊
員
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
と
み
な
し
て
、
新
自
衛
隊
法
第
四
十
六
条
第
二
項
後
段
の
規
定

を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
後
段
中
「
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
務
員
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
」
と

い
う
。
）
附
則
第
九
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
第
一
号
、

第
二
号
、
第
四
号
若
し
く
は
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
と
な
つ
た
日
若
し
く
は
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該

当
す
る
場
合
に
お
け
る
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
」
と
、
「
）
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
）
又
は
令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等

改
正
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
四
十
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
か

つ
て
採
用
さ
れ
て
隊
員
と
し
て
在
職
し
て
い
た
期
間
、
令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
法
附
則
第
九
条
第
一
項
若
し
く
は

第
二
項
若
し
く
は
第
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
か
つ
て
採
用
さ
れ
て
令
和
三
年
国
家
公
務
員
法
等
改
正
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法
附
則
第
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
暫
定
再
任
用
隊
員
と
し
て
在
職
し
て
い
た
期
間
若
し
く
は
」
と
す
る
。

８

平
成
十
一
年
十
月
一
日
前
に
新
自
衛
隊
法
第
四
十
六
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
退
職
又
は
先
の
退
職
が
あ
る
暫
定
再
任

用
隊
員
に
つ
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
と
み
な
し
て
同
条
第
二
項
後
段
の
規
定
を
適
用

す
る
場
合
に
は
、
同
項
後
段
に
規
定
す
る
引
き
続
く
隊
員
と
し
て
の
在
職
期
間
に
は
、
同
日
前
の
当
該
退
職
又
は
先
の
退
職

の
前
の
隊
員
と
し
て
の
在
職
期
間
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

９

退
職
時
に
特
定
地
方
警
務
官
で
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
前
二
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
十
二
条

暫
定
再
任
用
隊
員
（
短
時
間
勤
務
の
官
職
を
占
め
る
暫
定
再
任
用
隊
員
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
暫
定
再
任
用

短
時
間
勤
務
隊
員
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
俸
給
月
額
は
、
当
該
暫
定
再
任

用
隊
員
が
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
で
あ
る
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

法
律
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
俸
給
表
の
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
欄
に
掲
げ
る
基
準
俸
給
月
額
の
う
ち
、
同

法
第
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
暫
定
再
任
用
隊
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
た
額
と
す
る
。

２

新
育
児
休
業
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
育
児
休
業
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務

を
し
て
い
る
暫
定
再
任
用
隊
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
に
、
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当
該
暫
定
再
任
用
隊
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
を
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
及
び
新
育
児
休
業
法
第

二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
育
児
休
業
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
以
外
の
隊
員
の

一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
と
し
て
防
衛
省
令
で
定
め
る
も
の
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
」
と
す

る
。

３

暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
の
俸
給
月
額
は
、
当
該
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
が
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊

員
で
あ
る
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
俸
給
表

の
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
欄
に
掲
げ
る
基
準
俸
給
月
額
の
う
ち
、
同
法
第
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当

該
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
た
額
に
、
当
該
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
の
一
週
間
当

た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
を
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
及
び
新
育
児
休
業
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
育
児
休
業
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
以
外
の
隊
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間

と
し
て
防
衛
省
令
で
定
め
る
も
の
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

４

暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
と
み
な
し
て
、
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
法
律
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
一
般
職
給
与
法
第
十
二
条
第
二
項
及
び
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
を
適
用
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す
る
。

５

新
寒
冷
地
手
当
法
の
規
定
並
び
に
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
第
五
条
第
二
項
、
第
十
二
条
及
び
第
十
四
条

（
初
任
給
調
整
手
当
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
の
五
か
ら
第
十

一
条
の
七
ま
で
の
規
定
に
よ
る
地
域
手
当
、
住
居
手
当
及
び
特
地
勤
務
手
当
（
こ
れ
に
準
ず
る
手
当
を
含
む
。
）
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
並
び
に
新
防
衛
省
職
員
給
与
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
は
、
暫
定
再
任
用
隊
員
に
は
適
用
し
な
い
。

６

暫
定
再
任
用
隊
員
に
対
す
る
新
退
職
手
当
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
又
は
自
衛
隊
法
」

と
あ
る
の
は
「
、
自
衛
隊
法
」
と
、
「
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
国
家
公

務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

号
）
附
則
第
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
第

十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
と
す
る
。

７

暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
と
み
な
し
て
、
新
育
児
休
業
法
第
二
十
七
条
第
一

項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
育
児
休
業
法
第
二
十
六
条
第
一
項
並
び
に
自
衛
隊
法
第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
防
衛

省
令
で
定
め
る
勤
務
時
間
及
び
休
暇
の
規
定
を
適
用
す
る
。

８

前
三
条
及
び
前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
暫
定
再
任
用
隊
員
の
任
用
そ
の
他
暫
定
再
任
用
隊
員
に
関
し
必
要
な
事
項
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は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
三
条

新
防
衛
省
職
員
給
与
法
第
二
十
七
条
の
二
及
び
附
則
第
十
二
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に

退
職
し
た
同
条
に
規
定
す
る
若
年
定
年
退
職
者
で
あ
っ
て
、
退
職
の
日
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
当
該
若
年
定
年
退
職
者

に
係
る
定
年
に
達
す
る
日
が
施
行
日
以
後
で
あ
る
も
の
に
係
る
若
年
定
年
退
職
者
給
付
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
退
職
の
日
に

お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
当
該
若
年
定
年
退
職
者
に
係
る
定
年
に
達
す
る
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
同
条
に
規
定
す
る
若
年
定

年
退
職
者
及
び
施
行
日
前
に
退
職
し
た
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十

七
条
の
二
に
規
定
す
る
若
年
定
年
退
職
者
に
係
る
若
年
定
年
退
職
者
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
会
計
検
査
院
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
四
条

こ
の
法
律
の
施
行
後
最
初
に
任
命
さ
れ
る
検
査
官
（
任
期
中
に
欠
け
た
検
査
官
の
後
任
と
し
て
任
命
さ
れ
る
検
査

官
を
除
く
。
）
の
任
期
は
、
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
会
計
検
査
院
法
（
次
項
に
お
い
て
「
新
会
計
検
査
院
法
」
と

い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
四
年
と
す
る
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
在
職
す
る
検
査
官
の
任
期
及
び
定
年
は
、
新
会
計
検
査
院
法
第
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
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規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
等
へ
の
委
任
）

第
十
五
条

附
則
第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
（

人
事
院
の
所
掌
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
規
則
）
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
十
六
条

政
府
は
、
国
家
公
務
員
の
年
齢
別
構
成
及
び
人
事
管
理
の
状
況
、
民
間
に
お
け
る
高
年
齢
者
の
雇
用
の
状
況
そ
の

他
の
事
情
並
び
に
人
事
院
に
お
け
る
検
討
の
状
況
に
鑑
み
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
新
国
家
公
務
員
法
若
し
く
は

新
自
衛
隊
法
に
規
定
す
る
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
よ
る
降
任
等
若
し
く
は
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
若
し
く

は
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
に
関
連
す
る
制
度
又
は
新
検
察
庁
法
に
規
定
す
る
年
齢
が
六
十
三
年
に
達
し
た
検
察
官

の
任
用
に
関
連
す
る
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

政
府
は
、
国
家
公
務
員
の
給
与
水
準
が
旧
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

検
察
庁
法
第
二
十
二
条
又
は
旧
自
衛
隊
法
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
の
前
後
で
連
続
的
な
も
の
と
な
る
よ

う
、
国
家
公
務
員
の
給
与
制
度
に
つ
い
て
、
人
事
院
に
お
い
て
こ
の
法
律
の
公
布
後
速
や
か
に
行
わ
れ
る
昇
任
及
び
昇
格
の
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基
準
、
昇
給
の
基
準
、
俸
給
表
に
定
め
る
俸
給
月
額
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
の
検
討
の
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
十
三
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
所
要
の
措
置
を
順
次
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

３

政
府
は
、
前
項
の
人
事
院
に
お
け
る
検
討
の
た
め
に
は
、
職
員
の
能
力
及
び
実
績
を
職
員
の
処
遇
に
的
確
に
反
映
す
る
た

め
の
人
事
評
価
の
改
善
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
こ
の
法
律
の
公
布
後
速
や
か
に
、
人
事
評
価
の
結
果
を
表
示
す
る
記

号
の
段
階
そ
の
他
の
人
事
評
価
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
施
行
日
ま
で
に
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所

要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
九
条
第
二
項
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
各
号
」
を
「
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
人
事
院
規
則
で
定
め
る

官
職
を
」
と
あ
る
の
は
「
行
政
執
行
法
人
の
長
が
定
め
る
官
職
を
」
と
、
同
条
第
二
項
各
号
、
同
法
第
八
十
一
条
の
五
第
一

項
各
号
及
び
第
三
項
、
第
八
十
一
条
の
六
第
二
項
並
び
に
第
八
十
一
条
の
七
第
一
項
各
号
並
び
に
同
法
附
則
第
八
条
第
三
項

及
び
第
五
項
の
表
」
に
、
「
第
八
十
一
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
五
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
八
十
一
条

の
七
第
二
項
」
に
改
め
、
「
と
き
は
」
と
」
の
下
に
「
、
同
条
第
一
項
中
「
延
長
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
引
き
続
き
勤
務
さ
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せ
る
こ
と
に
つ
い
て
人
事
院
の
承
認
を
得
た
」
と
あ
る
の
は
「
延
長
し
た
」
と
」
を
加
え
、
「
と
す
る
」
を
「
と
、
同
法
附

則
第
八
条
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
と
し
て
人
事
院
規
則
で
」
と
あ
る
の
は
「
と
し
て
行
政
執
行
法
人
の
長
が
」
と
、
同
項

中
「
人
事
院
規
則
で
定
め
る
年
齢
」
と
、
」
と
あ
る
の
は
「
行
政
執
行
法
人
の
長
が
定
め
る
年
齢
」
と
、
」
と
、
同
法
附
則

第
九
条
中
「
相
当
す
る
職
員
と
し
て
人
事
院
規
則
で
」
と
あ
る
の
は
「
相
当
す
る
職
員
と
し
て
行
政
執
行
法
人
の
長
が
」
と

、
「
の
う
ち
人
事
院
規
則
で
」
と
あ
る
の
は
「
の
う
ち
行
政
執
行
法
人
の
長
が
」
と
、
「
そ
の
他
人
事
院
規
則
で
」
と
あ
る

の
は
「
そ
の
他
行
政
執
行
法
人
の
長
が
」
と
す
る
」
に
改
め
る
。

（
裁
判
所
職
員
臨
時
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

裁
判
所
職
員
臨
時
措
置
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
第
一
号
中
「
執
行
官
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
第
六
十
条
の
二
、
」
を
加
え
、
「
第
八
十
一
条
の
六
ま
で
」
を
「
第
八

十
一
条
の
八
ま
で
並
び
に
附
則
第
八
条
及
び
第
九
条
」
に
改
め
、
本
則
第
十
号
中
「
第
二
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
二
条

第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

（
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
十
六
条
の
表
第
八
条
第
十
二
項
の
項
を
削
り
、
同
表
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
の
項
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」

を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
表
第
十
六
条
第
三
項
の
項
を
削
る
。

第
十
七
条
の
表
第
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
七
条
第
二
項
、
第
十
一
条
及
び
第
十
七
条
第

一
項
第
一
号
の
項
中
「
、
第
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
」
を
「
及
び
第
二
項
た
だ
し
書
」
に
、
「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
、

「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
の
定
め
る
」
を
「
で
定
め
る
」
に
、
「
第
八
十
一
条
の
五
第
三
項
」
を
「
第
六
十
条
の
二
第
三

項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
表
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
の
項
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員
」
に
改
め
、
同
表
第
十
六
条
第
三
項
の
項
を
削
り
、
同
表
第
十
九
条
の
八
第
三
項
の
項
中
「
第
十
条
の
四
」
を
「
第
八
条

第
四
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
、
第
十
条
の
四
」
に
、
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、

同
表
第
二
十
二
条
第
一
項
の
項
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
表
第
五
条
第
一
項
の
項
中
「
の
定
め
る
」
を
「
で
定
め
る
」
に
改
め
、
同
表
第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項

、
第
七
条
第
二
項
、
第
十
一
条
、
第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
第
二
十
三
条
の
項
中
「
第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
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を
「
第
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
二
項
た
だ
し
書
」
に
、
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
の
定
め
る
」
を
「
で
定
め
る
」
に
、
「
第
八
十
一
条
の
四
第
一
項
又
は
第
八
十
一
条
の
五
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
で
同
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
を
占
め
る
も
の
」
を
「
第
六
十
条
の
二
第
二

項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
の
表
第
二
十
三
条
第
一
項
の
項
中
「
第
八
十
一
条
の
五
第
三
項
」
を
「
第
六
十
条
の
二
第
三
項
」
に

、
「
第
四
十
四
条
の
五
第
三
項
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同
表
前
条
第
一
項
の
項
中
「
第
八
十
一
条
の

四
第
一
項
又
は
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
六
十
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」

に
、
「
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
又
は
第
四
十
四
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ

れ
た
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
十
四
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
を
占
め
る
」
を
「
第

四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
四
十
四
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る

短
時
間
勤
務
の
官
職
を
占
め
る
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
」
に
、
「
自
衛
隊
法
第
四
十

四
条
の
四
第
一
項
、
第
四
十
四
条
の
五
第
一
項
又
は
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
自
衛
隊
法
」
に
改
め
る
。
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附
則
を
附
則
第
一
条
と
し
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
施
行
期
日
）
」
を
付
し
、
附
則
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
給
与
法
附
則
第
八
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
関
す
る
読
替
え
）

第
二
条

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
給
与
法
附
則
第
八
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
）
と
す
る
」
と

あ
る
の
は
、
「
）
に
、
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
勤
務
時
間
法
第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
項

本
文
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
」
と
す
る
。

２

第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
が
給
与
法
附
則
第
八
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る

同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
前
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、
「
前
条
ま
で
及
び
附
則
第
二
条
第
一
項
」
と

す
る
。

（
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
関
す
る
読

替
え
）

第
三
条

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
附
則

第
五
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
）
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
）
に
、
国
家
公
務
員
の
育
児
休
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業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
一
般
職
の
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
項
本
文
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
」
と
す
る
。

２

第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
が
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
第
二
十
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
前
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、
「

前
条
ま
で
及
び
附
則
第
三
条
第
一
項
」
と
す
る
。

（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
附
則
第
五
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
関
す
る
読

替
え
）

第
四
条

第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
防
衛

省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
附
則
第
五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
）
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
、

「
）
に
、
そ
の
者
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
を
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
国
家
公
務
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
三
条
第
一
項

に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
以
外
の
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
と
し
て
防
衛
省
令
で
定
め
る
も
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の
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
」
と
す
る
。

２

第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
が
防
衛
省
の
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
法
律
附
則
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
項
の
表
第
二
十
二
条
の
項
中
「
及
び
第
二
十
七
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
、
第
二
十
七
条
第
二
項
及
び
附

則
第
四
条
第
一
項
」
と
す
る
。

（
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
第
八
十
一
条
の
四
第
一
項
又
は
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
で
同
項

に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
を
占
め
る
も
の
」
を
「
第
六
十
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
」
に
、
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
の
定
め
る
」
を
「
で
定
め
る
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
の
定
め
る
」
を
「
で
定
め
る
」
に
、
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
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務
職
員
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
、
第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
十
三
条
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

（
国
家
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

国
家
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

附
則
第
五
条
中
「
附
則
第
十
六
条
」
を
「
附
則
第
六
条
」
に
、
「
規
定
施
行
前
に
な
し
た
」
を
「
規
定
の
施
行
前
に
し
た

」
に
、
「
掲
げ
る
」
を
「
規
定
す
る
」
に
、
「
関
す
る
」
を
「
対
す
る
」
に
改
め
る
。

（
行
政
執
行
法
人
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

行
政
執
行
法
人
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
三
十
七
条
第
一
項
第
一
号
中
「
附
則
第
十
六
条
」
を
「
附
則
第
六
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
附
則
第
十
三
条
」

を
「
附
則
第
四
条
」
に
改
め
る
。
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（
国
家
公
務
員
宿
舎
法
等
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
六
十
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

一

国
家
公
務
員
宿
舎
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
条
第
二
号
イ

二

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号

）
第
六
十
一
条
第
三
項
、
第
五
項
た
だ
し
書
、
第
六
項
、
第
七
項
、
第
十
二
項
、
第
十
七
項
及
び
第
二
十
九
項

三

国
家
公
務
員
倫
理
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項

（
国
家
公
務
員
の
寒
冷
地
手
当
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
条

国
家
公
務
員
の
寒
冷
地
手
当
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
限
り
、
同
法
第
八
十
一
条
の
四
第
一
項
又
は
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
を

除
く
」
を
「
限
る
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
表
第
一
条
の
項
中
「
同
法
第
八
十
一
条
の
四
第
一
項
又
は
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
」
を
「
限
る
」
に
、
「
自

衛
隊
法
」
を
「
限
り
、
自
衛
隊
法
」
に
改
め
、
「
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
、
第
四
十
四
条
の
五
第
一
項
又
は
」
を
削
り
、

「
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
を
除
く
」
を
加
え
る
。
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（
国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
五
条

国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
項
中
「
第
五
条
ま
で
」
の
下
に
「
又
は
附
則
第
十
二
項
若
し
く
は
第
十
三
項
」
を
、
「
第
五
条
の
三
ま
で
」
の

下
に
「
及
び
附
則
第
十
二
項
か
ら
第
十
六
項
ま
で
」
を
加
え
る
。

附
則
第
六
項
中
「
第
五
条
の
二
」
の
下
に
「
及
び
附
則
第
十
五
項
」
を
加
え
る
。

附
則
第
七
項
中
「
第
五
条
」
の
下
に
「
又
は
附
則
第
十
三
項
」
を
加
え
る
。

（
自
衛
隊
員
倫
理
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
六
条

自
衛
隊
員
倫
理
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
四
十
四
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。
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附
則
第
四
項
中
「
附
則
第
二
十
一
項
」
を
「
附
則
第
六
項
」
に
改
め
る
。

（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
八
条

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
第
一
項
中
「
附
則
第
二
十
一
項
か
ら
第
二
十
三
項
ま
で
及
び
第
二
十
六
項
」
を
「
附
則
第
六
項
か
ら
第
八
項

ま
で
及
び
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
条
第
一
項
中
「
附
則
第
二
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。

（
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
九
条

検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
九
条
」
を
「
附
則
第
三
条
」
に
改
め
る
。

（
競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律
及
び
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
附
則
第
二
十
一
項
か
ら
第
二
十
三
項
ま
で
及
び
第
二
十
六
項
」
を
「
附
則
第
六
項



- 179 -

か
ら
第
八
項
ま
で
及
び
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。

一

競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
三
十
一
条
第
三
項

第
一
号

二

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
第
十
九
条
の
二
第
四
項
第
一
号

（
国
家
公
務
員
の
留
学
費
用
の
償
還
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
一
条

国
家
公
務
員
の
留
学
費
用
の
償
還
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
四
条
第
二
号
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
六
第
一
項
」
に
、
「
第
八
十
一
条
の
三
第
一
項
」

を
「
第
八
十
一
条
の
七
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
表
第
四
条
第
二
号
の
項
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
」
を
削
る
。

第
十
一
条
の
表
第
四
条
第
二
号
の
項
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
六
第
一
項
」
に
、
「
第
四
十

四
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
六
第
一
項
」
に
、
「
第
八
十
一
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
七
第
一
項

」
に
、
「
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
」
に
改
め
る
。
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（
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
二
条

検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
五
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
一
条
た
だ
し
書
中
「
附
則
第
六
条
」
を
「
附
則
第
四
条
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
条
中
「
（
次
条
及
び
附
則
第
四
条
に
お
い
て
「
特
例
期
間
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
「
第
十
条
第
一
項
」
を

「
附
則
第
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
条
及
び
第
四
条
を
削
る
。

附
則
第
五
条
中
「
前
三
条
」
を
「
前
条
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
三
条
と
す
る
。

附
則
第
六
条
中
「
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
」
を
「
前
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
四
条
と
す
る
。

（
国
有
林
野
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
た
め
の
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正

す
る
等
の
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
三
条

国
有
林
野
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
た
め
の
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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附
則
第
三
十
条
中
「
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
」
を
削
り
、
「
附
則
第
二
十
四
項
」
を
「
附
則
第
九
項
」
に
改
め
る
。

（
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
四
条

被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四

年
法
律
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
十
五
条
第
四
項
中
「
係
る
」
の
下
に
「
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
」
を
、
「
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
」
の
下
に
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
旧
国
家
公
務
員
法
」
と
い
う
。
」
を
加
え
、
「
、
国
家
公
務
員
法
」
を
「
、
旧
国
家
公
務
員
法
」
に
、
「
（
国
家
公
務

員
法
」
を
「
（
旧
国
家
公
務
員
法
」
に
、
「
及
び
国
家
公
務
員
法
」
を
「
及
び
旧
国
家
公
務
員
法
」
に
改
め
る
。

（
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
五
条

特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
の
定
め
る
」
を
「
で
定
め
る
」
に
、
「
第
二
十
条
各
号
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
各
号

」
に
改
め
る
。

（
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）
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第
三
十
六
条

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。附

則
第
十
四
条
第
一
項
中
「
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
」
及
び
「
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
退
職
手
当
法
」
と

い
う
。
）
」
を
削
り
、
「
新
退
職
手
当
法
附
則
第
二
十
五
項
」
を
「
同
法
附
則
第
十
項
」
に
、
「
退
職
し
た
国
家
公
務
員
退

職
手
当
法
」
を
「
退
職
し
た
同
法
」
に
、
「
あ
っ
て
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
」
を
「
あ
っ
て
同
法
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
新
退
職
手
当
法
」
を
「
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
」
に
、
「
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
第
十
条
第
十
一
項
」
を
「
同

条
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。
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理

由

人
事
院
の
国
会
及
び
内
閣
に
対
す
る
平
成
三
十
年
八
月
十
日
付
け
の
意
見
の
申
出
に
鑑
み
、
国
家
公
務
員
の
定
年
を
段
階
的

に
年
齢
六
十
五
年
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
よ
る
降
任
及
び
転
任
並
び
に
定
年
前
再
任
用
短

時
間
勤
務
の
制
度
を
設
け
る
ほ
か
、
年
齢
六
十
年
を
超
え
る
職
員
に
係
る
給
与
及
び
退
職
手
当
に
関
す
る
特
例
を
設
け
る
等
の

措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


